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　社団法人日本テニス事業協会が日本テニス
クラブ連盟にテニススクール事業者が加わり
発展的に移行設立され、１５年を迎えました。
これも偏に会員・関係各位のご指導、ご支援の
賜と深く感謝し心より御礼申し上げます。
　この間の社会環境の変化はめざましくバブ
ル不況から深刻なデフレ経済を生み出し、構
造改革と規制緩和の推進は格差社会を生み、
少子高齢化社会は更に進み非常に難しい時代
となって来ております。
　この間、私ども事業者はテニスの普及とサ
ービス事業者としての自覚のもと、様々な努
力を重ねて参りました。
　しかし会員制テニスクラブでは税制( 都市
部に於ける固定資産税また個人土地所有者の
相続税) と公営テニス施設の低料金は極めて
対応困難であり、一部事業者を除いては依然
厳しい状況です。ここしばらく好調であった
テニススクール事業も競争の激化は決して楽
観すべきものではありません。
　このような状況であろうと、私共は今日迄、
テニス事業の拡大により多くのテニス人口増
加・地域コミュニティーの場造り・青少年の教
育等、豊かな国民生活の向上に貢献するのみ
ならず、テニス界で活躍する有力選手をも多
数輩出してきた自負心を誇りとして、今日ま
で培ったエネルギーでこの難局に対処したい
と思います。
　そこで、テニス事業に対して今日迄以上に
更にサービス業として真摯に取り組みたいも

のです。愛好家の期待に応える、特色ある施設
の充実・多様な運営システムの開発・事業にか
かわる人材教育の徹底・ニーズに合わせた適
正な料金体系・地域社会に対する様々なサー
ビスの充実等の面で努力をしなければ成りま
せん。
　難しいことはこのサービスへの努力が画一
的なものではないことです。それぞれの事業
所在地に適合したサービスを事業にかかわる
者全員で創造し運営をしなければならないの
です。この為にも私共はさらに研鑽を重ねる
事業協会を目指したいと存じます。
　特に事業の成否は人材に有りと言われるこ
とから、平成１８年に発足させた人材育成制
度であるテニスプロデューサー制度を更に充
実し業界全体に普及させ、テニス事業に携わ
る人材のレベルアップを図りたいと存じてお
ります。
　また平成１９年度に復活した「部会」活動の
活性化により職種別の研鑽を深め、従来から
実施の日本テニス産業セミナー、TOPGUN 
PROJECTセミナー、月毎開催の研修会、全国各
地での研修会等で幅広い知識、より深い専門
知識に加え、お互いの努力と創意で知恵を生
み出し業界の発展を期したいものです。
　一方、指定管理者制度は東京都、豊島区等順
調に進展しているものの、全国での活用には
未だ不十分で今後は更にこの制度が浸透する
ことが予想されるだけに、真剣な取り組みが
必要です。
　しかし東京都有明に於いて４８面全面使用
の都知事杯大会がスポンサー始め各関係者の
支援により、平成１９年より開催出来たのは
何よりでした。
　懸案の税対策活動は私共協会の大きな課題
でありますが、更に時間をかけ他スポーツ団
体や関係諸団体との連携を深めつつ気長に取
り組みたいと存じております。
　数多くの難題を抱えながらも、私どもは「物
から心に」豊かさの追求が変化するこの時代、
テニスというスポーツの特性に自信を持ち、
これからの１０年後あるいは２０年後に向け
健康で豊かな社会造りに貢献しつつ、テニス
事業を伸展させ、関係者並びに関係諸団体の
皆様と力を合わせてテニス界の発展に寄与し
たいと念じ、ご挨拶といたします。

社団法人日本テニス事業協会
会長　雑賀　昇

ご 挨 拶

　日本テニス事業協会様の創立１５周年、心
よりお祝い申し上げます。国民の健康志向・
スポーツ志向が高まる中、老若男女問わず生
涯楽しめるスポーツとしてのテニスを事業、
産業としての健全な発展のため、長年にわた
り、各種取り組み事項を推進され、テニス業
界の活性化にご尽力されましたこと、深く敬
意を表したいと存じます。
　このようにテニス業界の活性化という言葉
にふれますと、弊社もテニスで生計を立てて
いる事業主ですので、活性化については常に
真剣に考え続けていかないと大変なことにな
るという危機感を改めて感じます。本質的に
は、私どもも同じ船に乗っている運命共同体
と言えるでしょう。
　つまり、日本テニス事業協会様は、テニス
クラブやテニススクール等の施設・サービス
でお客様のテニスライフを豊かにする役割を
担っておられますし、私どもは、お客様の満
足するボールやラケット、用品・ウェア等を
提供する役割を担っています。
　このテニス産業という同じ船に乗っている
のは、もちろん、日本テニス事業協会様や私
どもメーカーだけでなく、テニスのプロ（ト
ーナメントプロからレッスンプロまで含みま
すが）の皆様もおられるでしょうし、商品を
販売していただいているショップの皆様も当
然、含まれるでしょう。そういった意味では
多くの関係者がこのテニス産業という同じ船
に乗っておられるわけでございます。

　その割には、その乗組員同士で活性化の議
論をする機会が少ないと先般、雑賀会長から
ご指摘をいただき、新しい展開への協力を求
められました時、深く共鳴いたしました。同
じ乗組員同士の意識を持って今後は、今まで
以上に協力させていただきますので、よろし
くお願いします。
　さらにテニスの活性化という点で欠かせな
いのが日本のテニスが強いこと、スター選手
が排出されること。これは、財団法人日本テ
ニス協会様が中心となり、各地域協会様、各
都道府県協会様、各市町村協会様等が協力し
あい、大きな柱である「強化」として常に取
り組んでおられますが、この「強化」も重要
な要素だと考えています。（もちろん、競技と
いえどもジュニア、一般、ベテラン、国内、国際
と幅広い種類の競技をこなされているわけで
すから、普及の要素も多く含んでいますが。）
　この「強化」と「普及」の両輪がうまく回
りだすと活性化は大きく進むと思います。そ
のような視点からすると、この「強化」に関
する動きもテニス産業乗組員は、常に視野に
入れて行動しなければいけないと思っていま
すし、できるだけの協力も必要と考えます。
　同じ船の乗組員として、雑賀会長をリーダ
ーとする日本テニス事業協会の皆様のテニス
業界活性化推進につきまして、微力ではござ
いますが、ご支援させていただきます。
　今後益々の日本テニス事業協会様のご発展
をお祈りいたします。

ＳＲＩスポーツ株式会社
代表取締役社長　馬場　宏之氏
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　1868年、年号が明治と変わったその年、兵庫の
国、神戸に港が開かれました。チョンマゲ・ざん
切り頭にSilkHat、交易の中心港に異国文化が津波
の如く押し寄せたことでしょう。スポーツ伝来説
は諸説紛々なれど港神戸には、パーマ、食パン、
ジャズ音楽、映画やヨット、ボート、登山、海山
のスポーツ、サッカー、ラグビー、バトミントン、
ボクシング、そしてテニスやボール競技も格闘技
も七つの大海を越えはるばるやって来たらしい。
その時テニスは“ジュ・ド・パーム”の古典スタ
イルだったのか、1870年ウィングフィールド少佐
が開発した“モダンテニス”だったのか、“誰が打
ったか第一球”手で打つ“ジュ・ド・パーム”そ
れともラケットで打つ“モダンテニス”鎖国から
開国、その時テニスはと「ニッポン」テニスのル
ーツを探るのも面白い。偉大なる先人のテニス普
及に懸けた情熱の過去と言う歴史は無尽のエネル
ギーとなって今があり、2008年の今、１球のボー
ルを打つたびに明日の歴史に向かうエネルギーが
湧いてくる。
　私がテニスを始めたのは、1956年南極船・宗谷
が南に旅立ち、タロー・ジロー物語が後に人々の
感動を呼び、天皇・皇后両陛下ご成婚の年、テニ
スは爆発的な人気を得て全国に広がった。テレビ
の普及、飛行機も陸上の交通機関も電化され、ス
ピード化の波が押し寄せた。でも、テニスが伝来

した頃の文明開化の時代にはどんな普及を先人達
は行ったのだろうか？情熱のテニス伝道師達は全
国をボランティアで駆け巡ったのであろうか？
　今、私はこの原稿を北海道・旭川で書いてます。
昨日まで氷点下の町、和寒町で北の大地の子供達
と５日間合宿をしていました。宗谷岬の北端まで
300㎞程、稚内でもテニスはやっていると聞きまし
た。パウダースノーが舞う、人口4000人の町、和
寒でもテニスは盛んです。
　コーチらしき事を始めたのが23歳の時、それか
ら40余年、今では５歳から熟年まで指導し、テニ
ス、テニス、テニス、雨にも負けず、雪にもめげ
ず、夏の暑さ冬の寒さにもめげず、全国でテニス
は愛されています。
　近年テニスが下火と言う人が多い中、“そんな事
あるかいな、古い時代を考えたら”と言いたくな
ります。先人の普及と今と比べたら、昔に戻って
逆転の発想がうかぶかも。
　私はどうしてこんな難しいスポーツを人々が好
きになるのかそのルーツを探ってみました。聖地
ウィンブルドンは1877年に誕生、USopen、Aussie- 
open、ローラン・ギャロと次々に誕生し100年余の
歴史有るグランドスラムの発展に繋がり、年々エ
キサイティングなテニス界、何でなんだろうと考
えてビックリしたのは、コートサイズ・タテ
23. 77m×シングルス8. 23m、ダブルス10. 97m、ポ
ール1. 07m、センターストラップ0. 914m、サーブボ
ックス長さ6. 4m等々が決まったのが聖地誕生の６
年後1883年、誰がどんな発想、ヒラメキ、力学的
に決めたのか。コートサーフェイスが変わり、ボ
ールが変わり、ラケットが宇宙工学の材質を使い
劇的な変化の中で、変えてはならないモノ、コー
トサイズ115歳、しかもソフトテニスまでもが同じ
サイズ。このサイズの１㎝にヒーローと敗者の汗
と涙の光陰!!
　このサイズが将来変わる日が来るのだろうか、
体格年齢の制限無く、ホークアイで“チャレンジ”
が出来るスピード時代に「古きを残し新しきを知
る」人々をとりこにする優雅さ頑なさの古きを身
につけ、超高速の新しさ、温故知新、OLD＆NEW、
21世紀最高のお洒落を身につけた魔性のスポーツ、
テニスが下火になる事はない、先人の偉業は誰が
継ぐのか、テニス界一丸になり、明日に向かう時、
テニスに乾杯。
　　　　　兵庫生まれのテニスバカ　小浦　武志

（社）日本テニス事業協会理事
（財）日本テニス協会常務理事　強化本部長
ナショナルチームゼネラルマネージャー
小浦　武志氏

特 別 寄 稿

「テニス、その時、これから」
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ＪＴＩＡ　１５年の歩み

２００３

10周年記念テニス産業セミナー
協会設立１０周年を記念して行われたテニス産業
セミナーでは、今までお世話になった賛助会員や
１０年継続会員等の表彰が行われました。

国際車いすテニス大会
「仙台オープン」

1995年から2003年まで車いす
テニス大会の運営を行いました。

ポール・セダノ テニスアカデミア
公営施設活性化モデル事業として、東京都立有明
テニスの森公園においてスペイン式指導法を取り
入れたアカデミーを行いました。

「テニスプロデューサー」商標登録
テニス事業に於ける優れた人材を育成する制度
の開始に先駆けて「テニスプロデューサー」の
名称で商標登録を行いました。

１０周年を期に全国大会が
復活しました。

日本テニスチーム大会
全国大会の開催

TOPGUN PROJECT 2003
基調講演に( 社 ) 全日本ゴルフ練習場
連盟会長の内藤裕義氏を迎えて開催さ
れました。

　1868 年、年号が明治と変わったその年、兵庫の
国、神戸に港が開かれました。チョンマゲ・ざん
切り頭にSi l kHat、交易の中心港に異国文化が津波
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　私がテニスを始めたのは、1956 年南極船・宗谷
が南に旅立ち、タロー・ジロー物語が後に人々の
感動を呼び、天皇・皇后両陛下ご成婚の年、テニ
スは爆発的な人気を得て全国に広がった。テレビ
の普及、飛行機も陸上の交通機関も電化され、ス
ピード化の波が押し寄せた。でも、テニスが伝来

した頃の文明開化の時代にはどんな普及を先人達
は行ったのだろうか？情熱のテニス伝道師達は全
国をボランティアで駆け巡ったのであろうか？
　今、私はこの原稿を北海道・旭川で書いてます。
昨日まで氷点下の町、和寒町で北の大地の子供達
と５日間合宿をしていました。宗谷岬の北端まで
300㎞程、稚内でもテニスはやっていると聞きまし
た。パウダースノーが舞う、人口4000人の町、和
寒でもテニスは盛んです。
　コーチらしき事を始めたのが23歳の時、それか
ら40余年、今では５歳から熟年まで指導し、テニ
ス、テニス、テニス、雨にも負けず、雪にもめげ
ず、夏の暑さ冬の寒さにもめげず、全国でテニス
は愛されています。
　近年テニスが下火と言う人が多い中、“そんな事
あるかいな、古い時代を考えたら”と言いたくな
ります。先人の普及と今と比べたら、昔に戻って
逆転の発想がうかぶかも。
　私はどうしてこんな難しいスポーツを人々が好
きになるのかそのルーツを探ってみました。聖地
ウィンブルドンは1877年に誕生、USopen、Aussi e-
open、ローラン・ギャロと次々に誕生し100年余の
歴史有るグランドスラムの発展に繋がり、年々エ
キサイティングなテニス界、何でなんだろうと考
えてビックリしたのは、コートサイズ・タテ
23. 77m×シングルス 8. 23m、ダブルス 10. 97m、ポ
ール1. 07m、センターストラップ0. 914m、サーブボ
ックス長さ6. 4m等々が決まったのが聖地誕生の６
年後1883年、誰がどんな発想、ヒラメキ、力学的
に決めたのか。コートサーフェイスが変わり、ボ
ールが変わり、ラケットが宇宙工学の材質を使い
劇的な変化の中で、変えてはならないモノ、コー
トサイズ115歳、しかもソフトテニスまでもが同じ
サイズ。このサイズの１㎝にヒーローと敗者の汗
と涙の光陰 ! !
　このサイズが将来変わる日が来るのだろうか、
体格年齢の制限無く、ホークアイで“チャレンジ”
が出来るスピード時代に「古きを残し新しきを知
る」人々をとりこにする優雅さ頑なさの古きを身
につけ、超高速の新しさ、温故知新、OLD＆ NEW、
21世紀最高のお洒落を身につけた魔性のスポーツ、
テニスが下火になる事はない、先人の偉業は誰が
継ぐのか、テニス界一丸になり、明日に向かう時、
テニスに乾杯。
　　　　　兵庫生まれのテニスバカ　小浦　武志

（社）日本テニス事業協会理事
（財）日本テニス協会常務理事　強化本部長
ナショナルチームゼネラルマネージャー
小浦　武志氏
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ＪＴＩＡ　１５年の歩み

２００４

TOPGUN PROJECT 2004
基調講演に( 社 ) 日本フィットネス産業協会会長の
石原悟氏を迎えて開催されました。

指定管理者制度への取り組み
平成１５年に施行された、指定管理者制度へ
の調査・研究をスタートさせ、豊島区立三芳
グランドの指定管理者を受託いたしました。

「のぼり」販売開始
テニス事業に関わるオリジナル
「のぼり」の製作販売を開始しま
した。

『テニスの日』ロゴマーク
一般公募により『テニスの日』の
ロゴマークと愛称名“テニー”が
決まりました。

有明チームテニスコンペティション
広く一般テニス愛好者を対象とする団体戦が
有明テニスの森公園を会場にスタートいたし
ました。

ＮＨＫ「趣味悠々」
ＮＨＫ「趣味悠々」テキスト
の作成と番組撮影に協力をし
ました。

神奈川県・横浜市において、基調
講演に横浜市長の中田宏氏を迎え
て開催されました。

第15回テニス産業セミナー

有明ジュニアテニスアカデミー
公営施設活性化モデル事業として、東京都立有明
テニスの森公園において、ジュニア育成強化を行
うアカデミーを開校しました。

有明チームテニスコンペティション
広く一般テニス愛好者を対象とする団体戦が
有明テニスの森公園を会場にスタートいたし
ました。

ＪＴＩＡ　１５年の歩み

シニアブームを本気で興す ! プロジェクト活動の一環として
軽井沢で１泊２日のキャンプを行いました。
また、シニア対象のテニスを「ゆうゆうテニス」と命名し、
商標登録を行いました。

ゆうゆうテニス「軽井沢キャンプ」
元プロテニスプレーヤー沢松奈生子氏
とタレントのヨネスケ氏の両名を「ゆ
うゆうテニス大使」に任命させていた
だきました。

「ゆうゆうテニス大使」任命

『テニスの日』オリジナルＴシャツ

愛称のテニーをプリントした『テニスの日』
オリジナルＴシャツを作成販売いたしました。

指定管理者受託
有明テニスの森公園と豊島区総合体育場等
を指定管理者として受託いたしました。

『テニスの日』全国一斉ボレーボレー大会
全国統一企画として「全国一斉ボレーボレー大会」がスタート
9月23日13：00を目安として全国一斉にボレーボレーを始め
15分間続いたペアには協議会より認定証を贈呈しました。

２００５

TOPGUN PROJECT 2005
基調講演に( 株 ) ホンダクリオ新神奈川会長の
相澤賢二氏を迎えて開催されました。

北海道・札幌市において、基調講演に
「ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り」創始者
の長谷川岳氏を迎えて開催されました。

第16回テニス産業セミナー

指定管理者受託
有明テニスの森公園と豊島区総合体育場等
を指定管理者として受託いたしました。

指定管理者制度への取り組み
平成１５年に施行された、指定管理者制度へ
の調査・研究をスタートさせ、豊島区立三芳
グランドの指定管理者を受託いたしました。

『テニスの日』全国一斉ボレーボレー大会
全国統一企画として「全国一斉ボレーボレー大会」がスタート
9月23日13：00を目安として全国一斉にボレーボレーを始め
15分間続いたペアには協議会より認定証を贈呈しました。

団塊の世代が退職を迎える2007問題に対して、
業界からブームを興すべくプロジェクトを立ち
上げました。

シニアブームを本気で興す! プロジェクト
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ＪＴＩＡ　１５年の歩み

２００４

TOPGUN PROJECT 2004
基調講演に( 社 ) 日本フィットネス産業協会会長の
石原悟氏を迎えて開催されました。

指定管理者制度への取り組み
平成１５年に施行された、指定管理者制度へ
の調査・研究をスタートさせ、豊島区立三芳
グランドの指定管理者を受託いたしました。

「のぼり」販売開始
テニス事業に関わるオリジナル
「のぼり」の製作販売を開始しま
した。

『テニスの日』ロゴマーク
一般公募により『テニスの日』の
ロゴマークと愛称名“テニー”が
決まりました。

有明チームテニスコンペティション
広く一般テニス愛好者を対象とする団体戦が
有明テニスの森公園を会場にスタートいたし
ました。

ＮＨＫ「趣味悠々」
ＮＨＫ「趣味悠々」テキスト
の作成と番組撮影に協力をし
ました。

神奈川県・横浜市において、基調
講演に横浜市長の中田宏氏を迎え
て開催されました。

第15回テニス産業セミナー

有明ジュニアテニスアカデミー
公営施設活性化モデル事業として、東京都立有明
テニスの森公園において、ジュニア育成強化を行
うアカデミーを開校しました。

有明チームテニスコンペティション
広く一般テニス愛好者を対象とする団体戦が
有明テニスの森公園を会場にスタートいたし
ました。

ＪＴＩＡ　１５年の歩み

シニアブームを本気で興す ! プロジェクト活動の一環として
軽井沢で１泊２日のキャンプを行いました。
また、シニア対象のテニスを「ゆうゆうテニス」と命名し、
商標登録を行いました。

ゆうゆうテニス「軽井沢キャンプ」
元プロテニスプレーヤー沢松奈生子氏
とタレントのヨネスケ氏の両名を「ゆ
うゆうテニス大使」に任命させていた
だきました。

「ゆうゆうテニス大使」任命

『テニスの日』オリジナルＴシャツ

愛称のテニーをプリントした『テニスの日』
オリジナルＴシャツを作成販売いたしました。

指定管理者受託
有明テニスの森公園と豊島区総合体育場等
を指定管理者として受託いたしました。

『テニスの日』全国一斉ボレーボレー大会
全国統一企画として「全国一斉ボレーボレー大会」がスタート
9月23日13：00を目安として全国一斉にボレーボレーを始め
15分間続いたペアには協議会より認定証を贈呈しました。

２００５

TOPGUN PROJECT 2005
基調講演に( 株 ) ホンダクリオ新神奈川会長の
相澤賢二氏を迎えて開催されました。

北海道・札幌市において、基調講演に
「ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り」創始者
の長谷川岳氏を迎えて開催されました。

第16回テニス産業セミナー

指定管理者受託
有明テニスの森公園と豊島区総合体育場等
を指定管理者として受託いたしました。

指定管理者制度への取り組み
平成１５年に施行された、指定管理者制度へ
の調査・研究をスタートさせ、豊島区立三芳
グランドの指定管理者を受託いたしました。

『テニスの日』全国一斉ボレーボレー大会
全国統一企画として「全国一斉ボレーボレー大会」がスタート
9月23日13：00を目安として全国一斉にボレーボレーを始め
15分間続いたペアには協議会より認定証を贈呈しました。

団塊の世代が退職を迎える2007問題に対して、
業界からブームを興すべくプロジェクトを立ち
上げました。

シニアブームを本気で興す! プロジェクト
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テニスプロデューサー制度の第１回目
の講習会＆試験が行われました。

テニスプロデューサー制度開始

毎月１回JTIA 会議室において、参加費無料の
勉強会を行い、講演した内容をＣＤにして会員
特別価格にて販売を始めました。

研修委員会主催・定例勉強会

“テニスのゆうべ”
有明テニスの森公園の指定管理者自主事業として
“テニスのゆうべ”をスタートいたしました。

２００６

TOPGUN PROJECT 2006
基調講演に日本メンタル
ヘルス協会の林恭弘氏を
迎えて開催されました。

コーチ部会
コーチの資質向上を目指して
２ヶ月に１回のペースでコー
チ懇談会をスタートしました。

クラブ部会・後継者の会
これからのテニスクラブ事業について、
後継者が集まりお互い情報交換して今
後の在り方を検討する会を定期的に行
うことになりました。

ＡＥＤの共同購入
各事業所の安全管理強化のため、
ＡＥＤ（自働体外式除細動器）
を共同購入の斡旋を行いました。

千葉県・柏市において、基調講演に
(株)ダンロップスポーツ代表取締
役社長の有坂誠道氏を迎えて開催
されました。

第17回日本テニス産業セミナー

２００７

TOPGUN PROJECT 2007
基調講演に宝地図ナビゲーターの望月
俊孝氏を迎えて開催されました。

大阪府・吹田市において、基調講演に
（株）豊田自動織機取締役副社長の佐藤
則夫氏を迎えて開催されました。

第18回日本テニス産業セミナー テニスプロデューサー資格者限定研修会
基調講演に雀鬼・桜井章一氏を迎え、
テニスプロデューサー有資格者を対象
とした実践向け研修会を行いました。

ＴＰ第２回講習会＆試験
テニスプロデューサー資格の第２回
講習会＆試験が行われました。

フロント・ステップアップ・アカデミー
フロント部会の活動として２ヶ月に１回の
ペースでフロントスタッフの資質向上を目
指した勉強会がスタートしました。

『テニスの日』１０周年を記念して、全国一斉１０
万人ボレーボレー大会が企画実施されました。

全国一斉10万人ボレーボレー大会
東京都知事杯
有明チームテニスコンペティション
有明テニスの森公園・４８面のコートを使い
日本最大規模のチーム戦を開催しました。

ＪＴＩＡ　１５年の歩み

コーチ部会
コーチの資質向上を目指して
２ヶ月に１回のペースでコー
チ懇談会をスタートしました。

ＪＴＩＡ　１５年の歩み
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総務委員長　増井　範男

　テニス事業業界は会員制テニスクラブから始ま
りアウトドアスクールの導入そして現在のインド
アスクール隆盛へと変遷・発展し、テニス事業に携
わる人も年々増加してまいりました。しかしなが
ら、ここ数年民間のテニス施設数は減少傾向であ
り、今後もこの傾向は変わらないのではないかと
予想されます。
　一方、公共施設としてのテニスコートは全国で
5000施設を超えて存在しております。
　平成15年9月に施行された「指定管理者制度」に
ついて本協会では、将来のテニス事業を進展させ
るためには必要な制度であり共存共栄していくこ
とが重要であるとの観点から、本制度が今後どの
ように運用されていくのか？どのように活用すべ
きなのか？等、積極的に取り組んでおります。
　既に本協会では本制度のモデル事業として、加
盟会員企業と連携して以下の公共施設の指定管理
を受託して運営を行っております。

①平成１７年４月１日～5年間
共同企業体（T・Sジャパン）
■豊島区立三芳グランド

（野球場２面、天然芝多目的運動場、テニスコート
６面）

②平成１８年４月１日～4年間
共同企業体（栗山企業＆リバティヒル）

■豊島区総合体育場　
（野球場２面、弓射場、テニスコート４面、卓球場）
■西巣鴨体育場　

（テニスコート２面、アーチェリー場、多目的広場）
■荒川野球場　

（無料開放２面）

③平成１８年４月１日～5年間
有明テニス・マネージメントチーム

（東京港埠頭公社）
■有明テニスの森公園　

（有明コロシアム、テニスコート４８面）

④平成２０年４月１日～５年間
共同企業体（栗山企業＆リバティヒル）
■目黒区立八雲体育館・宮前庭球場

（体育館、テニスコート２面）

　指定管理者を受けた施設においては、公共施設
が本来果たすべき役割を踏まえ、民間で培ったノ
ウハウを存分に生かして運営にあたり、各種の自
主事業を展開しております。
　2007年から東京都の有明テニスの森公園におい
て、東京都知事杯の冠をいただき、2016東京オリン
ピック招致活動支援という位置付けで有明テニス
の森公園のアウトコート48面を使用して国内最大
規模のチーム戦を開催しております。

指定管理者制度について

事業委員長　栗山　雅則

テニスプロデューサー制度について

　去る平成１９
年１１月８日夕
方、第２回テニ
スプロデューサ
ー資格認定講習
会＆試験が、東
京芝公園にあり

ますメルパルク東京にて無事終了いたしました。
５０名の受講者は、２日間の講習と３日目の筆記
試験、小論文と特別講義を終え、やっと終わった
という安堵と何かやり残したかなという表情の入
り交じった複雑な顔をしながら会場から出てきま
した。
　殆どの受講された方々は、恐らく若い時の学生
生活以来、この何週間は仕事をしながらも一生懸
命勉強されたと想像します。
今年で第２回を迎えたテニスプロデューサー制度
ですが、今迄約４年間、議論に議論を重ねてきま
した。
　平成１６年度に、テニスプロデューサーの商標
登録と、資格制度の方向性が煮詰まりました。従
来テニス界にある資格制度は、コーチなど、コー
ト上におけるテニス指導に関する物を中心とした
制度になっておりました。それらとは一線を画し、
テニスコートの活性化を図るような経営、運営の
ノウハウを身につける事を目的として、経営者、
支配人、フロント、コーチなどのスタッフを対象
としたものです。
　平成１７年度に正式に理事会にて承認され、プ
ロジェクトチームを組み、現在の講師の方々に大

変貴重で、しかも多くの時間を割き、教科書の執
筆作業に取り組んでいただきました。我々テニス
事業者だけでなく、専門的部分を㈱船井財産コン
サルタンツの成島氏、野口氏に担当して頂き、版
を重ねる度に立派な教科書になりました。
平成１８年度に第１回のテニスプロデューサーの
講習と試験を行ない、３５名のテニスプロデュー
サーが生まれました。
　このテニスプロデューサーは、事業者（経営者）
が求める優秀な人材を認め、テニス施設を活性化
し、経営を安定させる事ができる人を育成する事
を目的とします。また、広く一般にテニスビジネ
スプロデュースができる人を認める制度として定
義いたしました。
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研修委員長　中山　和義

研修委員会活動報告

１．月例研修勉強会
　研修委員会では会員のテニス事業に対するモチベーションを高めることを第一の目標と考えて活動してきました。その
活動の中心となったのが毎月、開催している研修勉強会です。
第１回目の私の「客は集めるな！お客様とのきずなを作る３つの関係」をスタートとして外部の講師の方を含めて以下の
14回を開催させていただきました。
第２回　「ノア３年間を振り返って」　石井知明氏　ノアインドアステージ（株）
第３回　「白タクコーチからの出発」　蒲生清氏　インドアテニスセンター　ウィング
第４回　「お客様から学ばせていただいたこと」　鴻巣敦氏　高木工業（株）
第５回　「倒産寸前のどん底から蘇り生徒数1090人のスクールに！」　藤本昭夫氏　（株）ウェル
第６回　「50名から12000名超のスクールに成長させた道程」　中嶋康博氏　高木工業（株）
第７回　「スポーツクリエイト誕生秘話！」　金田彰氏　（株）スポーツクリエイト
第８回　「ＪＩＴＣ、リバティヒルクラブの立ち上げと選手育成で学んだこと！」　栗山雅則氏　栗山企業（株）
第９回　「不良社員だった私が代表社長に！？」　新堀丘氏　（株）レック興発
第10回　「新規入会者を増やすために必要なこと。これから新規入会を増やすためにはスタッフが何に注意して、どのよう
　　　　な能力を身につけなければいけないのか？」　新納昭秀（経営コンサルタント）　新納ビジネスマスターズ（有）
第11回　「駅から遠く離れたスクールがなぜ、成功したのか？　どのようにすればスタッフが一丸となって目標に向かっ
　　　　てがんばることができるのか？」　杉山利昌氏　テニスピア・ジュエ
第12回　「どうすればスタッフが一丸となって生徒を集めようとしてくれるのか？」　金子健一郎氏　高木工業（株）
第13回　「会員制テニスクラブへのこだわりとスクールの成功について」　内藤昇一氏　武蔵野ローンテニスクラブ
第14回　「アウトコートのスクールでも成功するには?」　大関勝典氏　オールサムズテニスクラブ
　参加人数は２０名から３０名でした。
　講師の皆様がご自身の経験を中心に熱心にご講演くださった
ので参加した皆様のテニス事業に対する知識が増えるだけでは
なく、テニス事業に対するモチベーションも高める事ができまし
た。また、ご講演後の懇親会で事業者同士の親睦を深める事がで
きたのが大きな成果でした。このご講演を録音したＣＤも発売し
ましたので地方の皆様にもご講演を聞いていただくことができ
たと思います。今後はさらに外部の先生方にもご講演をお願いし
てテニス事業者にさらに役立つように発展させていきます。

２．トップガンセミナー　（TOPGUN PROJECT）
トップガンセミナーですが事業者やスタッフのモチベーションを高めるには目標設定の技術を学ぶ事が必要と考えて、宝
地図ナビゲーターの望月氏に「あなたの夢を叶える宝地図」というテーマで講演をお願いしました。アンケートの結果を見
ると「目標を明確にすることの大切さが分かった」、「想像できない目標は実現しないのでまずはイメージをしっかりと作
ります」などと目標が大切なことに気づいたというご意見が多かったです。
　また、昨年に引き続き、事業を成長させるにはスタッフが人間的に成長する必要があるという考えからメンタルヘルス
協会の林先生に「自己成長の心理学」というテーマで講演をお願いしました。こちらは昨年以上に好評で、ロールプレイン
グを通じて自分のコミュニケーションの癖や改善すべき点、スタッフとのコミュニケーションの強化方法などに気づかれ
た皆様が多かったようでした。涙を流しながら話しを聞かれている方も多く、良い刺激になったと思います。
　業界を代表して諏訪誠治氏に経営者としての思い、松原雄二氏小林好人氏、久次米健氏、にコーチとしてやらなければい
けないこと、矢口宏美氏にフロントで大切なことをご講演いただきました。
　成功している事業所の話しを聞く事により、自社の改善点が分かったと思います。やはり、他の事業所ががんばっている
話しを聞く事によって自分もがんばらないといけないという気持ちにさせられたと思います。
　研修委員会では各テニス事業所ではなかなかできない研修を実施していますのでご活用していただけると嬉しいです。
今後ともよろしくお願いします。
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　　　　な能力を身につけなければいけないのか？」　新納昭秀（経営コンサルタント）　新納ビジネスマスターズ（有）
第11回　「駅から遠く離れたスクールがなぜ、成功したのか？　どのようにすればスタッフが一丸となって目標に向かっ
　　　　てがんばることができるのか？」　杉山利昌氏　テニスピア・ジュエ
第12回　「どうすればスタッフが一丸となって生徒を集めようとしてくれるのか？」　金子健一郎氏　高木工業（株）
第13回　「会員制テニスクラブへのこだわりとスクールの成功について」　内藤昇一氏　武蔵野ローンテニスクラブ
第14回　「アウトコートのスクールでも成功するには?」　大関勝典氏　オールサムズテニスクラブ
　参加人数は２０名から３０名でした。
　講師の皆様がご自身の経験を中心に熱心にご講演くださった
ので参加した皆様のテニス事業に対する知識が増えるだけでは
なく、テニス事業に対するモチベーションも高める事ができまし
た。また、ご講演後の懇親会で事業者同士の親睦を深める事がで
きたのが大きな成果でした。このご講演を録音したＣＤも発売し
ましたので地方の皆様にもご講演を聞いていただくことができ
たと思います。今後はさらに外部の先生方にもご講演をお願いし
てテニス事業者にさらに役立つように発展させていきます。

２．トップガンセミナー　（TOPGUN PROJECT）
トップガンセミナーですが事業者やスタッフのモチベーションを高めるには目標設定の技術を学ぶ事が必要と考えて、宝
地図ナビゲーターの望月氏に「あなたの夢を叶える宝地図」というテーマで講演をお願いしました。アンケートの結果を見
ると「目標を明確にすることの大切さが分かった」、「想像できない目標は実現しないのでまずはイメージをしっかりと作
ります」などと目標が大切なことに気づいたというご意見が多かったです。
　また、昨年に引き続き、事業を成長させるにはスタッフが人間的に成長する必要があるという考えからメンタルヘルス
協会の林先生に「自己成長の心理学」というテーマで講演をお願いしました。こちらは昨年以上に好評で、ロールプレイン
グを通じて自分のコミュニケーションの癖や改善すべき点、スタッフとのコミュニケーションの強化方法などに気づかれ
た皆様が多かったようでした。涙を流しながら話しを聞かれている方も多く、良い刺激になったと思います。
　業界を代表して諏訪誠治氏に経営者としての思い、松原雄二氏小林好人氏、久次米健氏、にコーチとしてやらなければい
けないこと、矢口宏美氏にフロントで大切なことをご講演いただきました。
　成功している事業所の話しを聞く事により、自社の改善点が分かったと思います。やはり、他の事業所ががんばっている
話しを聞く事によって自分もがんばらないといけないという気持ちにさせられたと思います。
　研修委員会では各テニス事業所ではなかなかできない研修を実施していますのでご活用していただけると嬉しいです。
今後ともよろしくお願いします。
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クラブ部会長　飯田　浩一

クラブ部会活動について

　クラブ部会（旧オーナー部会）は、テニスクラブ事
業者間の日常運営上の情報交換、共通課題についての
検証、そして将来に向けてのアイディア交換の場を目
指してスタートいたしました。
　当協会の前身である日本テニスクラブ連盟時代まで
遡っても、テニスクラブ事業の運営改善やサービス向
上は、業界団体として一貫した大テーマであり、さま
ざまな情報提供、研修機会を提供してまいりました。
　ただし市場環境はそれらの取り組みを上回る速さで
大きく変化し、今や施設の数で言うとテニスクラブは
業界内でマイナーな存在となっているのが実態です。
　最近のテニスビジネスに関する報道などでは、イン
ドアテニススクールが一つの完成モデルとして挙げら
れることが多く、実際テニスプレーヤーの人数分布と
いう点でもテニススクールが最大であることは明らか
です。この状況下では、消費者がテニスプレーを考え
た際、当面の第１選択はテニススクールで、というこ
とになると思われます。
　しかしながら、いろいろな業種でユーザーニーズが
細分化する中で、テニス業界にあっても様々な施設が
存在して、消費者に多様な選択肢を提供することが求
められるはずです。確かにかつてのように「限られた
人の（プレステージのある）」「社交の場としての」「腕
自慢が集まる」テニスクラブを楽しめた人々の数は確
実に減少しており、テニスクラブを将来にわたって存
続させ、コンスタントな集客を実現するにはかなりの
工夫が必要となります。

　一方で、今や「テニスクラブ」という施設をイメー
ジすることも難しい次世代のテニスプレーヤーが続々
育ってきています。これらの人々の感性にヒットする
施設を提供できれば、自分に合ったテニスプレーの場
としてテニスクラブが改めて選択される場面も必ずあ
る、と確信いたします。
　クラブ部会では、「テニスクラブを存続させる」こと
を目標とする全国のテニスクラブ事業者が集い、部会
内限りの「非常事態宣言」の下、議論を重ね模索を続
けています。
　首都圏、地方都市、郊外などそれぞれのテニスクラ
ブの立地条件は異なりますが、「テニスクラブを知らな
いテニスプレーヤーに、テニスクラブの楽しさを味わ
っていただく」という共通のチャレンジには、地域差
はありません。また共通のテーマを皆で議論すること
で、部会内に「同志」意識が芽生え、様々な困難を共
に乗り越える「仲間」として結束が強くなっています。
次世代のテニスクラブ経営者としてのチームワークで、
クラブビジネスを勝利に導くため当クラブ部会を活用
いただきたいと思います。
　また、すでに新時代のユーザーに向けた対応を済ま
せたテニスクラブも国内には存在します。そうしたテ
ニスクラブの成功事例も部会内に蓄積させ、クラブ経
営のデータバンク的機能も果たせるよう目指します。
　全国のテニスクラブ事業者各位の積極的ご参加をお
待ち申し上げます。

コーチ部会　鴻巣　敦

コーチ部会の活動について

　日本テニス事業協会では、オーナー、支配人、テニス
コーチ、フロントなど、テニス事業に関わる人たちがそ
れぞれの役職別に集まって研修を行なうことで専門的ス
キルアップを図ろうと、部会制度を復活いたしました。
　私たちコーチ部会も、松原雄二部会長のもと平成１８
年９月１１日記念すべき第１回コーチ懇談会を開催いた
しました。
　参加していただいた皆様全員が、現在の立場での悩み
を素直に話していきましたが、皆様には共通して「テニ
スコーチなんかやってて将来どうするの？」と言われた
経験がありました。そこから、「そう言われないですむ
明るい未来を作ること。」をコーチ部会の活動の目的に
しようと自然に決まりました。
　そして、その目標を実現するために、まず私達一人一
人が「はじめの一歩」として実際に何か行動を起こし、
その結果をみんなで共有していくことにしました。

■平成１９年３月１５日、第２回コーチ懇談会を開催。
①参加者全員が、実体験から得たノウハウを発表して、
それを共有しました。
②将来の自分にとって何が大切か考え、各自がそれに向
かって具体的に何をするかを「課題」として決め、一定
期間実行し続けることを決意しました。
③実行していく過程で、“何か変化はあったか”にアン
テナを張り、変化を記録し、次回の懇談会で発表するこ
とにしました。（お客様からこう言われた、スタッフか
らこう言われた、自分の気持ちがこう変わったなど）
④各自の「課題」を全員で共有することで、モチベーシ
ョンを上げようと考え、課題一覧表を全員に送付しまし
た。

■５月２４日、第３回コーチ懇談会を開催。
①参加者全員が２ヶ月間実行してどうだったかを発表し
ました。
②なぜうまくいかなかったのか？どうすれば成果が出る
か？について、全員が発表しました。
→「励ましあうこと確認し合うことが大切ではないか」
となりました。
③どうやって励まし合うか？について全員が発表しまし
た。
→「ペアを組んで行なう」「グループで行なう」「１人で
ひっそりやる」と様々な意見が出ました。

④改めて「課題」を決め励ましあう方法も自分で選び、
必要な人はグループを作って、実行し続けることを決意
しました。
⑤ 次回の懇談会で、結果発表会をすることにしました。

■７月２６日、第４回コーチ懇談会を開催。
①この2ケ月間、自分の課題を実行してきた成果を発表
しました。
②今回初参加の方が、「①の発表を聞いて正直どう感じ
たか」を発表しました。
③自分が自己開示することにより、他のメンバーも自己
開示してくれる。他人の正直な発表から得られるものが
大きいことを体験しました。
④人の発表を聞き、そこから気づきを得て、自分のもの
として受け入れて、次への自分の課題として改善をしま
した。
⑤今回は課題の他に、その課題を実行するために、具体
的にどんなことをするかについても考えていきました。
　その後、９月２７日、１１月２２日と回を重ね、来る
平成２０年１月１７日（木）には、第７回のコーチ懇談
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■平成１９年３月１５日、第２回コーチ懇談会を開催。
①参加者全員が、実体験から得たノウハウを発表して、
それを共有しました。
②将来の自分にとって何が大切か考え、各自がそれに向
かって具体的に何をするかを「課題」として決め、一定
期間実行し続けることを決意しました。
③実行していく過程で、“何か変化はあったか”にアン
テナを張り、変化を記録し、次回の懇談会で発表するこ
とにしました。（お客様からこう言われた、スタッフか
らこう言われた、自分の気持ちがこう変わったなど）
④各自の「課題」を全員で共有することで、モチベーシ
ョンを上げようと考え、課題一覧表を全員に送付しまし
た。

■５月２４日、第３回コーチ懇談会を開催。
①参加者全員が２ヶ月間実行してどうだったかを発表し
ました。
②なぜうまくいかなかったのか？どうすれば成果が出る
か？について、全員が発表しました。
→「励ましあうこと確認し合うことが大切ではないか」
となりました。
③どうやって励まし合うか？について全員が発表しまし
た。
→「ペアを組んで行なう」「グループで行なう」「１人で
ひっそりやる」と様々な意見が出ました。

④改めて「課題」を決め励ましあう方法も自分で選び、
必要な人はグループを作って、実行し続けることを決意
しました。
⑤ 次回の懇談会で、結果発表会をすることにしました。

■７月２６日、第４回コーチ懇談会を開催。
①この2ケ月間、自分の課題を実行してきた成果を発表
しました。
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した。
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コーチ部会の活動について

会を予定しております。
　さて、発表の具体的な内容は、例えばこのような感じ
です。
Ａさん
課題：「話しにくい特定のスタッフに話すと決めて話す」
結果：年上のこちらから話さないといけない。問題のあ
る２人と重点的に話してみたら、こちらのことも誤解さ
れていることがわかった。今はこの２人と話しやすくな
った。
Ｂさん
課題：「会う人を１日１回褒める」
結果：フロントのパートさんの顔を見た瞬間に褒めたら
気持ち悪がられた。不自然なのはよくない。まずはコミ
ュニケーションを取ってからだと気づいた。
Ｃさん
課題：「人の悪口を言わない、スタッフの前でグチを言
わない」
結果：前回はほとんどできていなかったが、今回はでき
た。
　フロントが２人辞めると言い出したが、向こうの発言
をよく聞いて真摯に取り組んだ結果、残ってくれた。コ
ミュニケーションが足りなかったことがわかった。
　スタッフが楽しめてなくてお客様にそれが出せるのか
を考えると、例え課題をクリヤするためにやっていても

課題に取り組んでいる過程が大事なんだと気づいた。
Ｄさん
課題：「笑顔で接する」
結果：不自然な笑顔はおかしいので、毎日鏡の前で笑顔
の練習をした。具体的な課題だったので持続してやるこ
とができた。
　フロントスタッフ達から、ちょくちょく話しかけてく
れるようになった。このまま継続していけば、もっとコ
ミュニケーションがとれると思う。
もうひとつの課題の「グループメンバーとのコミュニケ
ーション」がうまくいかない。どうやるか考えている。
Ｅさん
課題：「率先して挨拶」
結果：課題を忘れず実行するために自分の机の前に「課
題一覧表」を張り出している。自分から挨拶すると自分
が気持ちよかったので、すぐに出来たんだと気づいた。
課題：「ほめる」
結果：スタッフに対しては白々しくなってしまいできて
いない、生徒さんに対して注意を我慢して褒めることを
多くしている。
　常に内容を見直し改善していきながら２ケ月に１回、
このような内容で発表し合い刺激を受け合い影響を受け
合いながら「自分で決めた課題を徹底的に実行する」と
いうシンプルですが難しいことに挑戦し続けています。

　今後は、この活動を
少しでも多くのコーチ
の皆様に知っていただ
き、参加していただけ
るような内容に改善し
ていきたいと思います。
　また、このコーチ懇
談会だけにとどまらず、
コーチの将来のために
なることを皆様と一緒
に考えて実行して参り
ます。

フロント部会長　杉山　利昌

フロント部会の活動について

　日本テニス事業協会会員のみなさまこんにちは、フロ
ント部会長の杉山利昌です。各事業所のオーナーの皆様
には、毎回多くのフロントのみなさまをフロントステッ
プアカデミーに参加させて頂き、本当にありがとうござ
います。参加人数の多さ、そしてオーナーの皆様の暖か
い励ましの言葉に、部会の重要性をひしひしと感じてい
ます。近年テニスクラブ・スクールにおける顧客創造・
獲得・維持において、フロントの重要性が大きく指摘さ
れるようになりました。
　日本テニス事業協会においても、フロントのみなさん
の接客力向上・各事業所のフロント情報共有化・サービ
ス強化・人間力向上を目的に、平成１９年度より『フロ
ントが変わればテニスクラブ・スクールが変わる』をス
ローガンに活動が始まりました。部会には、内藤智子総
支配人（武蔵野テニスシティー）・矢口宏美フロントヘ
ッド（トップインドアステージ氷川台）・森　晴基社長

（東京商工会議所エキスパートバンク登録コンサルタン
ト）と優秀なスタッフによって運営しています。
　最初に部会が取り組んだのがフロント部会の命名でし
た。少しずつレベルアップしていただきたいという思い
と、解りやすい研修名という点に考慮し、研修の名前を

『フロントステップアップアカデミー』としました。
　まずは２ヶ月に一回、年六回ぐらいの開催ができれば
と考えています。将来的にはフロントのみなさん１００
名以上集まって頂き、有名講師をお呼びして、フロント
だけの一日研修ができればと考えています。まだ夢かも
しれませんが、コーチ資格制度が沢山あるなか、フロン
トにはその様な資格制度がない点を考え、フロント資格
制度もできれば創って行きたいと思います。
　まだまだ生まれたばかりのフロント部会
ですが、第一回フロントステップアップア
カデミー（以下ＦＳＡ）を８月３０日に開
催し、最初から参加者３０名でスタートで
きました。いかに多くの事業所がフロント
に期待しているか肌身に感じ、身の引き締
まる思いでした。初回ということでまず、
フロントのみなさんに日頃感じていること
を、五グループに分かれてテーマを決め思
いっきりディスカッションしていただきま
した。
　そして、自然にフロントの重要性を再確

認していただくことができました。
　第２回ＦＳＡは１０月１８日に開催し、参加者２７名
トップガンプロジェクトの次の日ということもあり、遠
方（北海道・京都）からの参加もいただきました。特に
第２回は、北海道のインドアテニスセンターウィングの
鎌田雅美支配人が参加いただけるということで、講演を
お願いしました。フロントについてウィングの事例を含
め３０分間講演していただき、その後、ウィングの小笠
原副支配人・高橋副支配人、内藤・矢口副部会長の５名
によるパネルディスカッションを行いました。参加者の
みなさんからは、有名フロントの事例を多く学ぶことが
できたと好評でした。
　第３回ＦＳＡからはテニス業界からだけでなく『異業
種から学ぶ』と題してテニス以外の業種のサービスにつ
いて学習を深めていくシリーズも開始いたします。フロ
ントの皆様と共に視野を広げたいと思っております。
　第３回では、実際に礼儀作法も体験して頂き、日頃の
フロント業務にも応用して頂ければと考えています。
　今後の方針は、多くのフロントの方が出来るだけ気軽
に参加できて、みなさんが楽しく学べる場の提供をして
いくことにあります。フロントからテニス界を活性化し
ていく気持ちで『理想のフロントとは何かを目指して』
行きます。
　今後とも各事業所のオーナー・管理者のみなさまには

『フロントステップアップアカデミー』へフロントのみ
なさまを一人でも多く参加させて下さいますよう、心か
らお願いすると共に、ご支援ご指導の程、何卒よろしく
お願い申し上げます。
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に考えて実行して参り
ます。
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テニスの日委員会　新堀  丘

『テニスの日』への思い（年に一度の恩返し）

　「テニスの日」と言われても、まったくピンと来なか
った私が、2004 年のテニスの日委員会のメンバーに選
ばれ？（何やらいつの間にかなっていたという感じで
すが）益山委員長を中心に様々な取り組みをすること
になりました。それまで私のテニスの日に対する感情
は、「まあ、付き合い程度で十分でしょ？」とか「バッ
ジをもらってもねぇ」とかなり後ろ向きな感情だった
のは事実です。
　事業協会としては個別イベントを担当していますの
で、テニスクラブやスクールに電話を入れて、個別イ
ベントの開催を依頼するという地味で量の多い仕事を
益山委員長、金田副委員長と全国を 3 分割して「電話
攻勢」することから始めた記憶があります。
当然、時間も電話も各社の自費ですし、当初は「こう
までしてやる必要があるの？」と疑問を抱いたことも
ありました。2006 年からは、江坂テニスセンターの武
田氏が委員会に加わって頂いたので関西方面の情報や
連絡が良くなり感謝しています。
　自分が関係している事柄なら、少しでも上手くやり
たい、成功したいと思うのは、誰でも同じだと思いま
すが、私もテニスの日に対して同じように心が変化し
ていきました。そして雑賀会長の「テニスの日」に対
する思いを知るほど、テニスで生計を立てている我々
こそ、テニスの日を広める努力をしなくてはいけない
と強く感じるようになっていったのです。それはテニ
スの日委員会に加えて頂いたおかげと思っています。
　「テニスの日」については、賛否両論あるとは思いま
すが、テニス事業者が年に 1 回、感謝、恩返しをする
日と位置づけることで、誰もが協力を惜しまないと信
じています。
　但し、収入源が各団体（テニス協会、プロ協会、事
業協会）からそれぞれ 100 万円を出資している他は、
ピンバッジの収入に頼っています。そして、このピン
バッジ購入がイベントを開催する側の要望に 100％応
えているのか？という現実があります。発足当初はバ
ッジを作り、買ってもらうという単純な図式で良かっ
たのかもしれませんが、現在は、買手の満足度という
ものも考えなくてはいけない時代になったと思います。
　ピンバッジについては、10 周年を経て、今後の課題
として重要な事柄と捉えています。テニスの日推進協
議会においても、重要検討事項として協議しています
ので、次回の提案をお待ち頂きたいというところです。
　2005 年から始めた「全国一斉ボレーボレー」はテニ
スの日の目玉イベントになりつつあります。スクール

でもイベントとして実施しやすいこと、オリジナルの
内容に変化対応しやすいことが特徴と思っています。
10 周年となる 2007 年度は 10 万人の参加を目指しまし
たが、結果は 5 万人・・・
　しかしながら、2005 年が 4 千人、2006 年が 2 万人で
すから、順調に参加者が増えていると言えます。
　いつの日か 10 万人という参加人数の達成をしたいも
のです。
　2007 年テニスの日に私は部下と共に沖縄県の波照間
島にいました。有人地域としては日本最南端と言われ
ているのが、この島です。【日本四端でボレーボレーを
しよう！】という企画を立て、その第一弾として、日
本最南端に行った次第です。

　海辺にある日本最南端の碑より更に海寄りに下り、
足場の悪い場所でしたが、何とかカメラを設置し、い
ざボレーボレー開始！結果は残念ながら 10 分達成でき
ませんでしたが、日本最南端でプレーした唯一のペア
？！だろ、我々は！と妙な盛り上がりで波照間島を後
にしました。来年は、最北端の宗谷岬にてボレーボレ
ーを実施する予定です。4 年かけて【日本四端でのボ
レーボレー】をするという遠大な？計画です。それが、
何かしらテニスの日やテニスの PR、話題提供になるこ
とを期待しています。
　多くの方がテニスの日に参加することで、他のスポ
ーツ業界との差別化やテニスの PRという役割を果たす
手助けになればと考えています。全国一斉ボレーボレ
ーが、その有効な手段の一つになれば嬉しい限りです。
　繰り返しになりますが、テニス事業を営む者として、
年に 1 度のテニスの日に、感謝の気持ちと恩返しをし
たいと思います。そして事業協会のメンバー全員が個
別イベント開催を実現できる日が来ることを願ってい
ます。

JTIA News40.indd   22 2008/01/28   11:47:27



��

テニスの日委員会　新堀  丘

『テニスの日』への思い（年に一度の恩返し）

　「テニスの日」と言われても、まったくピンと来なか
った私が、2004 年のテニスの日委員会のメンバーに選
ばれ？（何やらいつの間にかなっていたという感じで
すが）益山委員長を中心に様々な取り組みをすること
になりました。それまで私のテニスの日に対する感情
は、「まあ、付き合い程度で十分でしょ？」とか「バッ
ジをもらってもねぇ」とかなり後ろ向きな感情だった
のは事実です。
　事業協会としては個別イベントを担当していますの
で、テニスクラブやスクールに電話を入れて、個別イ
ベントの開催を依頼するという地味で量の多い仕事を
益山委員長、金田副委員長と全国を 3 分割して「電話
攻勢」することから始めた記憶があります。
当然、時間も電話も各社の自費ですし、当初は「こう
までしてやる必要があるの？」と疑問を抱いたことも
ありました。2006 年からは、江坂テニスセンターの武
田氏が委員会に加わって頂いたので関西方面の情報や
連絡が良くなり感謝しています。
　自分が関係している事柄なら、少しでも上手くやり
たい、成功したいと思うのは、誰でも同じだと思いま
すが、私もテニスの日に対して同じように心が変化し
ていきました。そして雑賀会長の「テニスの日」に対
する思いを知るほど、テニスで生計を立てている我々
こそ、テニスの日を広める努力をしなくてはいけない
と強く感じるようになっていったのです。それはテニ
スの日委員会に加えて頂いたおかげと思っています。
　「テニスの日」については、賛否両論あるとは思いま
すが、テニス事業者が年に 1 回、感謝、恩返しをする
日と位置づけることで、誰もが協力を惜しまないと信
じています。
　但し、収入源が各団体（テニス協会、プロ協会、事
業協会）からそれぞれ 100 万円を出資している他は、
ピンバッジの収入に頼っています。そして、このピン
バッジ購入がイベントを開催する側の要望に 100％応
えているのか？という現実があります。発足当初はバ
ッジを作り、買ってもらうという単純な図式で良かっ
たのかもしれませんが、現在は、買手の満足度という
ものも考えなくてはいけない時代になったと思います。
　ピンバッジについては、10 周年を経て、今後の課題
として重要な事柄と捉えています。テニスの日推進協
議会においても、重要検討事項として協議しています
ので、次回の提案をお待ち頂きたいというところです。
　2005 年から始めた「全国一斉ボレーボレー」はテニ
スの日の目玉イベントになりつつあります。スクール

でもイベントとして実施しやすいこと、オリジナルの
内容に変化対応しやすいことが特徴と思っています。
10 周年となる 2007 年度は 10 万人の参加を目指しまし
たが、結果は 5 万人・・・
　しかしながら、2005 年が 4 千人、2006 年が 2 万人で
すから、順調に参加者が増えていると言えます。
　いつの日か 10 万人という参加人数の達成をしたいも
のです。
　2007 年テニスの日に私は部下と共に沖縄県の波照間
島にいました。有人地域としては日本最南端と言われ
ているのが、この島です。【日本四端でボレーボレーを
しよう！】という企画を立て、その第一弾として、日
本最南端に行った次第です。

　海辺にある日本最南端の碑より更に海寄りに下り、
足場の悪い場所でしたが、何とかカメラを設置し、い
ざボレーボレー開始！結果は残念ながら 10 分達成でき
ませんでしたが、日本最南端でプレーした唯一のペア
？！だろ、我々は！と妙な盛り上がりで波照間島を後
にしました。来年は、最北端の宗谷岬にてボレーボレ
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理事　飯田　浩一

ＴＩＡとＩＨＲＳＡをご存知ですか？

　私達社団法人日本テニス事業協会は改めて申すまで
も無く「テニス事業の健全な発展を図る」ための団体で
す。　
 では世界に目を向けたときに、同じような取り組みを
する団体にはどのようなものがあるのでしょうか？
　今回ＪＴＩＡ１５周年を迎えるにあたって、長年に
わたり同様な目的を持って活動を続けている、海外の
２つの団体についてご紹介したいと思います。

　最初にご紹介するのは、ＴＩＡ(Tennis　Industry 
Association)です。
 アメリカのテニス事業協会ですが、最近はイギリス、
ドイツ、南アフリカ、ポルトガルなど世界各国からも加
盟者があるようです。
　ＴＩＡは１９７４年に、アメリカスポーツ用品メー
カー協会の関連組織として発足しました。そのミッシ
ョン（目的）としては次の３つが挙げられています。
　１つは、消費者、業界、メディアに対する啓蒙活動で
す。毎年広範なテニス市場調査を実施し、プレーヤーの
規模や用具の販売動向、消費者の属性などを追跡、公表
しています。またテニス業界に関する明るい話題を随
時発表して、人々の関心を引き付ける役割も担ってい
ます。
　2つ目は、テニス愛好者を増やすた
めの各種イベントキャンペーンの企画
実施です。
 ここ数年で見ても、フリーレッスン・
ブリッツ（各地で無料レッスン会を開
催）、カートゥーンネットワーク・テニ
スクラブ（アニメのキャラクターをデ
ザインした「テニススターターキット」
を子供向けに販売）、グローイングテ
ニス５０：５０（各地域のテニス施設
を新聞にて紹介する共同広告）、テニ

スウェルカムセンター（郵便番号を入力すると近在の
テニス施設が紹介されるウェブサイト）など、様々な活
動がＵＳＴＡ（アメリカテニス協会）との緊密な連携の
下で行われています。
　そして３つ目は、テニス業界関係者の親睦強化です。
テニス業界には各施設事業者のほか、メーカー、小売、
出版、マネジメントコンサルティング、建設、ＩＴ、その
他多様な業種の人々が関わっています。それらの人々
の「チームワーク」を築き、一体感を強化するために、ト
レードショウ（展示会）、セミナー、フォーラムなどの交
流の機会を提供しています。
　ＴＩＡの会員資格には６種類あり、年会費が１００
ドルの個人会員から３，０００ドルのアフィリエイト
まで、それぞれ受けられるサービスも２から１４個ま
で、ざまざまなバリエーションがあります。上述の市場
調査資料の提供のほかに、テニス施設用ウェブサイト
作成ソフト提供、保険の共同加入、クレジットカード手
数料のディスカウントなどが用意されています。
　このようにＴＩＡは「テニス事業協会」という同じ括
りの先輩格と言えるわけですが、執行役員のJolyn de 
Boer氏は「今後日本とアメリカの間で、様々なテニス
業界活動の情報交換をするのは楽しみだ」と言ってい
ます。

　もう一つの国際的事業協会としてＩＨＲＳＡ     
（International Health, Racquet and Sports club 
Association）、国際スポーツクラブ協会があります。
こちらは１９８１年に設立され、名称の通り、フィット
ネスクラブ、ジム、テニスクラブ、スパ、運動クラブおよ
びその関連業者で構成されています。

 理事のRick Devereaux氏によれば、「そもそもはアメ
リカテニスクラブ協会がその前身だった」とのことで
す。かつてはアメリカ各地のテニスクラブが隆盛を誇
っていましたが、アメリカ国民のニーズの変化と共に
フィットネス施設の併設や転換が進み、現在はフィッ
トネスクラブがアメリカでの健康産業の代表と位置づ
けられます。ＩＨＲＳＡはそのような時流の中で、テニ
スを含むスポーツクラブの健全な成長を図り、また「優
良なスポーツ施設の統一基準」を作成して、いわば「お
墨付き」を与えることで、消費者にクラブ選択時の有益
な情報提供することを目的としています。

　ＩＨＲＳＡは現在、世界７４カ国に８，５００の会員
事業者を抱え、６０４の賛助会員が加入する巨大組織
となっています。日本では大手のフィットネスクラブ
はほとんど加入しています。
　それらの加入クラブを訪ねるとフロントあたりに、
　「このクラブはＩＨＲＳＡが認定する優良施設です」
という証明書が掲示されているのを目にします。
　この優良基準を獲得するためには、安全管理、保証金
の扱い、現地法令順守、会員種別、クレーム対応など10
項目の要件に適合する必要があります。
　また、エクスチェンジ・プログラムと言って、予め登
録された世界中の加盟クラブ間では、それぞれのクラ
ブ会員が旅行や転勤などの際に、相互に利用可能とす
る交換制度もあります。

　 Ｉ Ｈ Ｒ Ｓ Ａ の 代 表 的 な イ ベ ン ト と し て は 、
International Convention（年次総会）があります。
巨大団体の年一度のお祭りですからゲストスピーカー
も多彩です。最近ではクリントン前大統領やジュリア
ーニ・ニューヨーク市長（当時）などが登場しました。
　その総会ではさまざまなセミナーや分科会が同時開
催されますが、その中に「テニス・フォーラム」がありま
す。
 フィットネス併設や転換などが進んだとはいえ、「自
分達はテニスクラブだ」という"こだわり"を持った事
業者がまだまだ大勢いるのです。それらテニスクラブ
経営者が集まり、「フィットネス志向の消費者に、どう
すればテニスの楽しさを教えられるか」、「フィットネ
スをアピールするために、テニス施設に必要なものは
何か」、「フィットネスクラブに学ぶ効果的なＩＴ活用
法」など、様々なテーマで議論が繰り広げられます。
　今や世の中フィットネス・ビジネスが花盛りですが、
その観点からテニス事業を検証するというのは興味深
いアプローチと言えましょう。

 以上日本テニス事業協会にとって、「先輩」であり「友
人」であり、「親戚」ともいえる団体のご紹介をいたしま
した。当協会１５周年の節目に当たり、情報ソース多様
化のご参考になれば幸いです。
http://www.tennisindustry.org/
http://cms.ihrsa.org/
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■　負けから始まったテニス
記者：今回は、ジュニアの世界 大大会（全豪、全仏、全英、全米）す
べてに出場され、期待の選手として注目を集めていらっしゃる秋
田史帆さんと選手を育てた木曽川ローンテニスクラブを取材さ
せていただき、日本テニス事業協会の 周年記念誌に掲載させて
いただくことになりました。皆様（史帆さん、お父様、川井オーナー、
野々川コーチ）、お集まりいただきまして、ありがとうございます。
記者：史帆ちゃん、テニスを始めたキッカケについて教えて下さい。
最初にラケットを握ったのはいつからですか？
史帆：歳くらいです。
記者：自分でやりたかったんですか？それともお父様がラケット
を握らせたんですか？
史帆：たぶん、テニスが好きだったんだと思います。でも、ちゃん

とテニスをはじめた
のは小学校 年生です。
記者：小学校 年生と
いうことは、、歳だ
から、コーチについて
から 年くらいですね。
レッスンをはじめた
頃はいかがでしたか？ 
史帆：そうですね、や
っぱり楽しかったです。

記者：（日々の過酷な練習に対して）今も楽しいのかな？
史帆：もちろん、今も楽しいですよ！楽しんでます。
記者：野々川コーチが笑っているよ。コーチは怖いの？
コーチ：（史帆ちゃんをニコニコ見ている。）
オーナー：コーチに叱られ、家で叱られてね。大変だよね。
史帆：コーチにはあまり怒られたりしないんですけれど…。お父
さんが…。
オーナー：そんなに厳しいの？（史帆ちゃんを見て、微笑みながら）
史帆：自分の思ったことは全部言うので、クラブからの帰りとか
の車の中で…。ハイ。言われまくりです。
記者：お父様。彼女を見守り続けて、これまで、いろんなことがあ
ったと思いますが…。

お父様：そうですね。最初はテニスを真剣にやらせる気はそんなに
なかったんです。（史帆ちゃんを見ながら）小学校２年生の時に、本
人がやったことがないのにやりたいと言ったので…。たぶん、娘に
やらせると、自分としてはプレーができなくなるという思いもあ
って、やらせる気はなかったのですが…。あまりに、彼女が言い続
けたので、試しに行ってみようかということになって、始めること
になりました。
最初はクラブに通いながら、遊び半分でやっていたのが、段々はま
って、本人がもっと強くなりたいという気持ちが芽生えたんだと
思います。その時に彼女に確認しました。ほんとに真剣にやるのか
どうかを。そうしたら、「プロを目指したい。」と言ったんです。
記者：史帆ちゃん、それは何年生の時？
史帆：はい。小学校４年生の時です。
記者：４年生でプロになりたいって言ったんだ！
お父様：ですから娘には、「プロはそんなに甘くないよ！じゃあ、お
父さんもすごく厳しくなるけど、やれるの？」と意思確認したんで
す。それでも本人は「やる。」と言いました。それを聞いた日から、や
るからには一生懸命に！ということで、一緒に歩んできました。そ
こからは自分のテニスは少しづつ、引退じゃないですけれど（娘中
心のテニスに）変わっていくことになりました。
意気込みはありましたが、ただ、最初から勝てたわけではなくて、
常に負け、彼女のテニスは負けから始まっています。コンソレ 一
回戦敗退選手の順位決定戦 の女王といわれるくらい、１回負けて、
裏街道で勝つ。それがかなり続いていましたね。
記者：それはプロを目指そうとした４年生くらいの頃ですか？
お父様：そうです。本当に彼女に成績がついてきたのは、小学校６
年生か中学校１年生の時期からで、最初の頃は、いつも勝てなかっ
たんです。でも、やめたいとかは言わなかったですね。
オーナー：僕らから見ていても、テニスの技術って言うのは常に右
肩上がりではなくて、ある日、ポンと上がって、しばらく横ばいで、
横ばいならいいけれど、時には右肩下がりもあるようなものです。
だから、横ばいの時に、本人や家族がどのくらい辛抱できるかが大
事だと思います。その過程を大事にしなければいけないと思いま
す。
お父様：はい、その頃は辛抱の時期でしたね。

左から、秋田選手のお父様浩巳さん
川井オーナー、秋田史帆選手、野々川コーチ
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れたすばら
しい絆が

ありました
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■　負けず嫌いの性格
記者：史帆ちゃん。自分のことをどんな性格だと思う。
史帆：波が激しいと思います。
記者：波が激しいの？
史帆：元気な時と暗い時が激しいんです。テニスにも出てきます。
いい時は、すごく燃えて、冴えまくって、とっても冷静です。悪い
時は上手くいきません。
記者：波があるんだ。小さい頃からそんな感じですか？でも、これ
までテニスを続けてきたこと自体、粘り強いということだろうと
思うし、テニスへの情熱を失わないでここまで来れたことは、す
ばらしいことですよね。いろんな方々が支えてくださったとはい
え、自分自身がしっかりしていないとここまでは来れなかったん
じゃないですか？小さい頃の史帆ちゃんは、どんな子でした？
お父様：やっぱり負けず嫌いですよね。負けず嫌いが彼女の中に
あって、テニスはもちろんですが、体を動かしたり、スポーツをす
ることが好きだったというのが基本ですね。あんなに幾度も負け
たら、やめたくなりそうなものですけど、負けて、泣いて悔しい思
いをしたけど、やっぱりテニスが好きなんだと思います。
史帆：全国大会で成績が出たのは、中学校３年生くらいからです。
記者：川井オーナーから、名古屋のポッカ杯で３連覇というお話
をお聞きしていますが、
オーナー：中学１年で３部、中学２年で２部、中学３年の時は１部
優勝だよね。
史帆：そうです。
オーナー：そういうのも自信になったよね。
記者：史帆ちゃんにとっては、徐々に勝てるようになっていく足
がかりになった大会だったんですよね。
史帆：そうですね。
記者：クラブの中でのコーチや仲間達とはどうですか？
オーナー：コーチはあまり叱らなかったと言ってたよね。
史帆：そうですよ。
コーチ：（念を押すように史帆ちゃんの顔を見ながら…）怒らない
よね！選手には、けっこう言ってるつもりなんだけど、選手はそ
んなに感じていないっていうか…。
記者：コーチから見た史帆ちゃんはどんな選手ですか？
コーチ：まず、走るのが得意で、出会った頃から小学校のクラスや
学年で一番ということで、本人も自信持ってたしね。
同じ年代では確かに足が速かったです。だから、練習の時の右左
ボールを追いかけるドリルでは、本人は楽しいですよね。走れる
から。こっちも、他の子より遠くにボールを出しても、追いつける
わけだから…。そういったちょっとしたことの積み重ねだと思い
ます。頑張って走ってくれるから、我々も楽しいですよね。
記者：これまで、コーチにいじめられて来たんじゃないの？違うの？
（全員、史帆ちゃんを見ながら爆笑）
史帆：コーチはアウトボールも出すんですよ！
記者：そんなにコーチの練習は厳しいの？野々川コーチはどんな
人ですか？
史帆：はい、テニスに対してはともかく熱いです。熱いので、いつ
の間にか自分も一緒に頑張るみたいな…。
お父様：コーチは大変なことをあっさり言うんです。「こんなので
きるだろう」って、よく考えると、実はすごく大変なんですけど、
結構きついことを言っているんです。
史帆：簡単に言われるので、簡単に思えてくるんです。

記者：すばらしい。（きついと思わせないのが）すごいテクニシャン
ですね。たとえばどんなことがありますか？
史帆：技術的なこととか。
記者：難しいテクニックのことも簡単に言うんだ。
史帆：はい。自分はその場では難しいと思わないんです。でも、後か
らお父さんに言うと「それって、すごく難しいんじゃないの！」っ
て言われて、初めて気がつくんです。
お父様：取れそうで取れないところに打たれて、さすがにあれは取
れんだろうと思うのですが、コーチは「取れる、取れる」と取るのが
当然という感じでボール出しするので、たぶん、本人も段々その気
になってくるんですよ。
（練習をしていくと）そのボールが一歩一歩、徐々に近づいてくる
っていうか…。コーチの球出しはきついです。
記者：彼女がレベルを上げていけばいくほど、コーチのボールはち
ょっとずつ、ちょっとずつ遠くになっていったんですね。
お父様：そうです。雪が降るじゃないですか。雪が積もって、当然、
コートではできないですよね。だけど、練習に行くって言うんです
よ。僕も送っていかなければならないので「もう勘弁してよ！」っ
て言うんだけど、行くって聞かないんです。
コートで一人で雪かきをするんです。雪かきをして、ひとりでサー
ブの練習をするんです。
記者：史帆ちゃんひとりで？
史帆：はい、ひとりです。
お父様：そんな事件が良くありますね。
コーチ：（冗談めかして、史帆ちゃんにむかって）ひとりでするほど、
雪かきが好きだったんだね。
記者：雪かきが好きだったわけじゃないよね。
コーチ：（さらに冗談めかして、史帆ちゃんにむかって）クラブはク
ローズだったんじゃないの？
史帆：雪かきをした時に、自分の足だけすごく濡れていたんですよ。
何かなと思って、シューズを見てみたら、こんな大穴が開いてて…。
（全員爆笑）
お父様：穴があくまで、とにかく履いてもらわんと、そんなに簡単
に買えないので、靴は…。
（みんな笑いながら）
記者：その辺の話もお聞きしたいなぁ。大変なことですものね。お
父様やお母様のご負担も大きいでしょうし。でも、雪かきをひとり
でやっても、サービスを打
ちたかったんだ。
史帆：でも、それだけサー
ブを打ったので、今の自分
はサーブが得意なんです。
サーブをそれだけやるよ
うになったのには理由が
あって、野々川コーチに「お
前の身長でフラットサー
ブは打てない」って言われ
たんですね。
それに腹が立って、むかつ
いて、絶対打ってやるって
思ったんです。
記者：反発をあおった方が
いいんですね。

2007フレンチオープンジュニアにて2007フレンチオープンジュニアにて

JTIA News40.indd   27 2008/01/28   11:47:41



�8

僕も球拾いやらないかんので、暗くなって帰りたいじゃないです
か。だけど、本人が当てるまでやるって言って…。当たるわけない
と思うんですけど。周りでみている会員さんも、もう時間も遅い
しって心配してくださるんですけれど、そうやって、サーブを打
っていました。
本人も頑張って努力しています。

■　人とのつながりがあるから、今の自分がいる
記者：ひたむきに10年間ボールを追い続けてこられた理由がある
と思うのですが？野々川コーチからみて、それは何だとお思いで
すか？
コーチ：当時、彼女はクラブの中でも３番手くらいだったんですよ。
彼女より上に何人かがいたことがひとつあると思うんです。　　
彼女の先輩で、現在でもプロでやっている女の子が何人かいるの
ですが、おかげで、コーチが言わなくても彼女は目で見ていろん
なことを覚えたんです。その子達がボールを追いかけるのを見る
と、彼女もこのボールなら取れると思うじゃないですか。その辺
が彼女のアドバンテージです。力のある先輩がいたことが良かっ
たんじゃないですか。
彼女が始めた頃は、試合中でも素振りをしてたくらいですから、
相手が遠くまでボールを取りにいっている時、やる事がありませ
んから、ちょっとでも時間があったら練習したいって感じでした。
そういう地道な努力でここまで来ています。
記者：周りには、いろんな年齢の選手もいろんなレベルの選手が
いたと思います。もちろんコーチもいただろうし、会員さんや他
にもいろんな方々がいらしたと思います。史帆ちゃんの周りには
どんな方々がいるのかな？
史帆：どんな人がいたというよりも、自分は、ほかの人より人間の
つながりがいっぱいあると思います。日本のトップでいろんなジ
ュニアがいますけど、多分、その子達よりも自分は人間のつなが
りがあると思います。だから、ここまで来れたと思います。
記者：すばらしい。史帆ちゃんは大人ですね。「人とのつながり」の
話に感動しました。その言葉に…。史帆ちゃんを支えてくれた人
がいろいろいらっしゃると思いますが？ 
史帆：それはもう、川井オーナーや野々川コーチはじめ、今、見て
いただいているコーチやスタッフの方もいます。もちろん、会員
さんも…。いつお会いしても「最近調子どうだ！」って声を掛けて
いただいて、そういうことが励みになったりします。
そして、やっぱり家族ですね。家族が一番ですね。
記者：そうですよね。家族が一番ですよね。そして、周りの方たち
に好かれて、かわいがっていただいているということはすばらし
いことですね。
お父様：いままで、いろんな分岐点があって…。周りを見るとクラ
ブを変わったりして成功する子もいれば、上手く行かなくなる子
もいるんです。やっぱり「人」が大きいんですよね。オーナーには、
かなり史帆のことを応援していただいて、他の方には申し訳ない
くらいサポートしていただいて…。この話は、うちのかみさんに
言わせたら２時間くらいしゃべると思います。いつも言うんです
よ、足を向けて寝れんくらいだって…。
オーナー：ほんとに偶然ですよね。すべてはめぐり合わせです。私
達の木曽川ローンなんて弱小クラブでして…。なるつもりもない
のに、この弱小クラブが愛知クラブ連盟の会長になるわけですよ。
名古屋にはもっと大きなクラブもありますし、当然そういうクラ

ブにやっていただくと良いのですが、順番が私に回って来ること
になって…。
めぐり合わせで会長になり、地域のポッカ大会をなんとか良い大
会にしようと思いました。皆さんの努力のおかげで、今では1000名
の方が参加してくれる大会になりました。スポンサーのポッカさ
んも地域の方々と協力してきたことで賑やかな大会になったこと
を喜んでくださっていると思います。
その大会で３連勝した木曽川ローンテニスクラブの秋田史帆とい
う選手が、学校へ行こうか実業団へ行こうか迷っているというと
ころに、ウィンブルドンジュニアにも出たからと、スポンサーとし
てポーンと肩を押してくれたもんですから、プロ宣言することに
なりました。すべてめぐり合わせですよね。
本当は、お母さんに叱られるかもしれないけれど、実は、ある大学
から面接までしていただいて、お誘いがあったのですが、ほんとに
偶然の重なりで、高校卒業後、プロ宣言することになりました。
お父様：正直なところ親としては、これまで頑張ってきたから、こ
こで、ほぼ目標達成という気持ちで大学への進学についても考え
ていました。本人のやりたいという気持ちと、川井オーナーやスポ
ンサーのポッカさんの後押しで、結局、プロの道を選ぶ事になりま
した。
コーチ：非常に悩むことですよね。高校に進学する時もすごく悩ん
だんです。もし、私が同じ立場で、自分の子供だったら、どう答えを
出すか迷いますよね。お父さんの気持ちは非常に分かります。
でも、いろんな面でラッキーだったんです。それも本人が努力して
いるから、そのラッキーが来るんだけれど…。彼女の努力がなけれ
ば、チャンスも来ないはずなんです。

■　妹さんの支え
記者：とてもいいお話がお伺いできて、今回の取材は大成功です。
だって、選手の史帆ちゃんがいて、お父様がいて、これまで一緒に
やってきたコーチがいて、オーナーまでいらっしゃるんですよ。
コーチ：なかなか、ありえないよ。
記者：史帆ちゃんのご兄弟は？
史帆：妹が一人います。
記者：やっぱり、お父さんやお母さんはあばれん坊のお姉ちゃんが
心配なんじゃないの？
史帆：妹のほうがあばれん坊です。
オーナー：あれは、あばれ
ん坊だよね。
お父様：妹がいて、かなり
史帆は救われています。妹
もこれまで少しですが競
技の世界を味わっている
ので、史帆がわがまま言っ
ても、包んでくれるんです。
すごくやってくれる。信じ
られないくらい。
僕ら（ご両親）ではその役
目はできないですね。
たぶん、本人(史帆)も気づ
いていると思いますけれど、
この姉妹は、親が言うのも
なんですがいい姉妹です。
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記者：妹さんはおいくつですか？
史帆：中２です。
記者：４歳違いですね。
お父様：時には、妹に当たったりするんですよね。それを妹もケン
カごしでやり取りしてたりしていますが、それがまた良かったり
するんです。僕らはへたに気を使うじゃないですか。お姉ちゃん
がプレーヤーだから…。でも、妹はそこには気を使わずに、バーン
と言い返したり、時には仲良くプリクラを撮ったりとか…。時々、
なんかこの姉妹は良くわからんなって思うんですけど。
記者：妹さんは、お姉ちゃんが戦っているのがわかっているんで
すね。
史帆：はい。
記者：４つ年下とはいえ、自分がはけ口になるって思いがおあり
なんでしょうね。
史帆：将来、私が有名になることがあったら「妹のおかげ」という
ように妹には言われています。家族じゃなくて、妹のおかげだっ
て言えって言われます。

（一同、爆笑）
記者：今、妹さんは何をやってらっしゃるんですか？
コーチ：小学校まではテニスをやっていたんですが、中学校から
は剣道をやっているようですよ。彼女は腕っ節があるからな。
史帆：妹の方が大きいんですよ。
記者：史帆ちゃん。身長は何センチ？
史帆：157cmです。
記者：もうチョット大きくなりたかった？
史帆：小さいほうががいいです。
記者：（驚きながら）その話は面白いですね。何で小さいほうがい
いの？
史帆：理由は、小さいほうが頑張っているって言われるからです。

（一同爆笑）
史帆：というのは冗談ですけれど、すばやくは走れるじゃないで
すか。この身長でも183cmの選手にも勝ったことがあります。ずい
ぶん自信になりました。
記者：僕も昔、２ｍくらいのドイツの人と試合をしたことがあり
ます。僕が２歩動くところを彼等なら半歩で動いていました。そ
んな苦労は感じないですか？
史帆：感じないです。相手を走らせます。
オーナー：杉山愛選手はどのくらいなの？
お父様：公式では164とか163cmのようです。
史帆：杉山さんは並んでみると、私よりチョットだけ大きいくら
いですよ。
お父様：ご一緒させていただいた時があって、実際に並んだらあ
んまり変わらないねって思ったことがありました。
記者：いろんな大会に出て、いろんな友達ができたりしましたか？

お世話になった方とかいらっしゃいますか？
史帆：そうですね。最近では杉山さんや杉山さんのお母様とか、神
尾米さんとかにすごいお世話になってます。私にとっては、夢の夢
のまた夢の人だったのに、お話させていただいたりしている自分
が怖いくらいです。お話できる人が増えてきていますが、それを当
たり前のことと思わずに、これからもやっていきたいですね。
記者：偉い。お父さん、お母さん、よくこんな子に育てていただきま
した。
お父様：いや、自分達じゃなくて、周りの方の影響です。彼女はそん
なに家にいるわけではないので。
やっぱり、遠征やホームステイとか、ステイ先の外国人の方は意外
と厳しいところもあって、それも勉強になっているようです。
２年前の試合でお世話になった外国の方から、いまだにメールを
いただいたりします。最近の史帆はこんなにしていますって報告
したりしています。そういう経験がかなり本人のためになってい
る気がしますね。
家では、女王様ですが。

（皆さん爆笑）
史帆：そんなことないです。
お父様：（娘を見ながら微笑んで…）怒られました。

■　海外遠征
記者：史帆ちゃん。でも良かったですね。でも、これからが大事だか
ら…。
コーチ：そうです。これからです。日本代表として４大大会に出た
選手は他にはいないのだから…。
オーナー：なるほど。
コーチ：そのあたりがアドバンテージなんです。このまま成長でき
れば、プロの中でも絶対やれるはず。だから、まだまだ、これからよ！
違うステージだけど、これからも前と同じように頑張ってくれれ
ば結果は必ずついて来るよ。
史帆：はい
記者：海外の遠征でご苦労なさったことなどないですか？最初に
海外にいった時などどうでしたか？
史帆：一番最初はアメリカだったんです。その時は日本人の方のと
ころにホームステイさせていただいたので、そんなに心配はなか
ったんです。
記者：お父さん、海外へも一緒に行きたかったでしょう？
お父様：もちろんですよ。

（みんな爆笑。）
史帆：父はすごい心配性で…。
記者：それは心配だよ。可愛い娘なんだから…。
野々川コーチ、史帆ちゃんのこれからついていかがですか？
コーチ：今年１月にオーストラリアンオープンに応援にいったん
です。アイディーカードをもらうのも全部、史帆が手続きをしてく
れました。会場のことやチェックインの仕方まで全部教えてくれ
ました。慣れているし、そのレベルの試合を経験しているから…。
記者：言葉の問題とかはないんですか？
コーチ：大丈夫。手続きをしたりするのは問題なくできます。
史帆：そのへんは大丈夫ですが、友達ができた時にジェスチャーで
しか語れないので…。でも、そのわりには、友達が増えるんですよ。
コーチ：選手としての環境作りは問題ないですよ。もうどこに行っ
てもできると思います。４大大会でも練習相手を探して、誰かに声
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を掛けたりして、彼女の場合は練習相手がいないということはな
いです。
史帆：いろんな国の友達がいるので、例えばタイに行ったら、あの
子がいるから練習してくれるかな？とか、ダブルス組んでくれる
かな？とか…。
記者：むこうに行ってからダブルスのパートナーを探すんですか？
史帆：そうです。ペアを組んでくれる子を自分で探すんです。でも、
その環境を作ってくれたのもコーチなんです。
コーチと２人で行くんですが、コーチは自分で探せって感じです。
逆にその方が、自分で何とかしようとしましたし…。
記者：最初の遠征の時はコーチと２人でいったんですか？
史帆：小学生や中学校１年生の時は、団体で行きました。
コーチ：そうだね。
史帆：中３くらいからは、日本テニス協会の遠征に混ぜていただ
いたので、日本のジュニアの子達と遠征していました。
記者：中３の時？
史帆：ピークは高１から高２の時くらいです。
記者：クラブにウィンブルドンジュニア出場と大きく書いた横断
幕が飾られていましたよね。
オーナー：横断幕もね、会員の方が作ってくださるんです。
記者：会員の方が？
オーナー：そうです。
記者：史帆ちゃんのファンが一杯いらっしゃるんですね。会員さ
んも皆さん可愛がっていらっしゃるのですね。
ほかにもいろんな試合に出場されていらっしゃるようですが。
お父様：彼女のパスポートには、腹が立つほどハンコが押されて
います。ハンコだらけです。僕は新婚旅行のひとつしかありませ
んでしたが、この前、ウィンブルドンに連れて行ってもらったん
です。

■　ご両親、コーチ、オーナー　それぞれのの思い
オーナー：プロになるってことは、お金が掛かるんですよ。これか
らどうやってお金を集めようかなって思っています。
自由が丘インターナショナルの栗山さんは自由が丘の街でプレ
ーヤーをバックアップされていらっしゃるとお聞きしていますが。
そのあたりを研究させていただかないと、と思っています。
記者：一宮市民のアイドルになってもらって、バックアップをい
ただくこともできるかもしれませんね。
コーチ：それができたらすばらしいですね。
オーナー：ココイチバンというカレー屋さんの方からも応援して
いただいたりしております。
プロ宣言をするに当たって、僕らは基本的には海外での活動がで
きるよう支援していきたいと思っています。学生や実業団ではな
かなか海外には出て行けないわけですよね。プロならそれができ
るわけです。ただ、問題はそれをするためにお金が掛かるという
ことですが。
だから、何とか応援団を作りたいと思っています。
記者：それが、川井オーナーが思っていらっしゃることですよね。
オーナー：そうです。せっかくの逸材ですからね。そんなに簡単に
その辺におる子じゃないですからね。海外に行けばポイントだっ
て稼げるわけでしょ。
（史帆ちゃんを見ながら）何とかして、海外に出て行けるようバッ
クアップできるようして行きたいと思っています。

記者：これからプロ宣言して、史帆ちゃんの次の目標は何ですか？
史帆：スポンサーが１年契約ということですので、なんとか、もう
１年、もう１年と続けて応援していただけるよう成績を上げたい
と思います。そのためには勝っていかなければいけません。
オーナー：具体的にポイントをどのくらい取って、世界の何位くら
いが目標？
史帆：来年ですか？
オーナー：来年１年間。プロ宣言してからの一年間ね。
史帆：今はランキングが消えたので、まずは７００位から６００位
くらいが目標になると思います。
記者：試合を回らないとその目標は難しいの？
史帆：そうです。難しいですね。
記者：お嬢さんが手の届きにくいところへいってしまう感じです
が、お父さんいかがですか？
お父様：本人が分かっていると思いますが、感謝の気持ちを持ちな
がら、人とのつながりを感じながら一所懸命やれば、おのずと結果
はついてくると思っています。
その姿を見てファンは応援してくれると思いまし、スポンサーさ
んからもサポートしていただけると思います。今後は社会人にな
りますので自覚も大切ですが、人とのつながりは死ぬまで決して
消えないので、それを感じながらテニスをやってもらえればいい
と思います。
僕は本当にここまで来ると思っていませんでした。何回もコーチ
に「こんなところまで来るとは思ってました？」と聞くと、コーチ
は「僕は思っていましたよ。」なんて簡単に言ってくれるんですけ
れど…。とてもそんな風に思ってないです。
僕らの子供が、４大大会なんて、夢の夢の話です。本当にウィンブ
ルドンなんか冗談っていうくらいに…。
史帆のおかげでいい思いをさせてもらいました。勿論、つらい思い
もしましたが、すでに僕はもう十分という気持ちがありますね。先
ほどお話したことを忘れずにやってもらえれば、かみさんも満足
でしょうし、僕も満足です。
記者：何とかスポンサーを探して、応援していきたいという川井オ
ーナーとしてはいかがですか？
オーナー：テニス関係の会合に行っても、皆さんに声を掛けてもら
えるってのは、ありがたいですね。史帆ちゃんのような子がいるか
ら、声を掛けていただけるのです。なかったら、声なんか掛けても
らえません。
記者：何をおっしゃる
やら、そんな事はござ
いません。（一同爆笑）
オーナー：お父さんが
言われるように、ご縁
というのは大事にし
ないとだめだなぁと
感じています。僕らの
年になると体験もし
て分かってきますが、
若い人達が早い時期
にそのことを理解し
てくれるってことは
すばらしいことだと
思います。
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出身 愛知県一宮市
生年月日 1990年 1月 18日生
身長 157.0cm
所属 木曽川ローンテニスクラブ
学校 愛知啓成高等学校 3年生

1990 愛知県一宮市で生まれる。
1997 小学2年生(7歳)より父の影響でテニスを始める
2002 全国選抜テニス大会U14 5位入賞。
2004 RSK全国選抜ジュニアテニス大会U13 5位

日本代表選考会(6名)で準優勝し日本代表に選出
全国選抜ジュニアテニス選手権U15シングルス優勝
ジュニアフェドカップ代表候補選手に選出

2005 東海中日テニス選手権大会(一般)シングルス優勝
ニッケ全日本選手権出場権 １回戦突破

2006 全日本ジュニア選抜室内テニス選手権大会U18優勝
(当時16歳)
世界スーパージュニアテニス選手権シングルスBest8　
(ITF世界 Jrランキング100位以内に入る。)

2007 ITF World Junior Tennis Championshipマレーシア
シングルス準優勝(世界 Jrランキング50位以内）
全豪、全仏、全英、全米、グランドスラムに出場

秋田史帆 選手 プロフィール

史帆ちゃんはご両親がしっかりしていらっしゃるから、ここまで
来れたのだと思います。やはり、精神構造ができていないと、なか
なか選び抜かれた人にはなれません。
記者：心という土台の上に載らないとだめなんですね。
オーナー：そうですね。これまでも木曽川ローンにもすばらしい
プレーをする子がいました。最高のセンスだと思ったんですが、
進んだ環境が悪かったんですね。進学した学校でしごかれていれ
ば良かったのですが、進学したその年の秋に地元に返ってきてし
まいました。精神構造の叩き上げができればよかったのですが、
クラブでは上下関係の訓練ができていなかったのです。
コーチ：僕は、彼女はプロになれると思っていましたよ！最初から。
随分と前のことですが、松岡修造さんが木曽川ローンに日本代表
のジュニアを見に来ていただいた時があります。彼女ははじめた
ばかりで、まだ週２回くらいしかテニスをしていないレベルの頃
でしたが、その当時、元気で足の速い子がいるってことを松岡さ
んにメールを打っています。この子がいいよと周りに話をしてい
たし、思っていました。
僕が願うことは、末永くテニスをやって欲しいということです。
杉山愛さんみたいに何しろ長く続けて欲しいと願っています。ケ
ガにだけ気をつけてやってもらえれば、絶対成功します。慌てる
ことなく、焦ることもありません。長く続けてくれれば、絶対成功
します。
記者：やっぱりコーチはやさしいね。（史帆ちゃんを見ながら）「慌
てるな。末永くやれ」ってなかなか言えないですよね。
僕も「頑張って」とか「来年は？」とお聞きしてきましたけど、さす
が、長いこと育ててきたコーチの言葉ですよね。
オーナー：先日、ポッカの担当の方とお会いしました。伊達公子さ
んが世界ランク160位から170位台だったころＣＭで採用したん
だそうです。とたんに強くなったと言ってました。ツキがあるか
もしれません。
ポッカさんとご縁があって、スポンサーになっていただくことに
なりました。史帆ちゃんが頑張ると、ポッカさんがさらに力を貸
してくださると思います。その代わり、それだけの成績を上げな
いといけませんが。
僕が史帆ちゃんに期待するのはね、今まではやっぱり学生でしょ。
いろんなコーチが史帆ちゃんについて、もっと頭を使えとか、考
えろとか、考えて動けとか注文を出したと思うけれど、やっぱり
学生としての意識と違って、プロ宣言したら考えざるを得ない、
しかも18歳過ぎたら、もう自分しかないでしょう。そりゃあ、アド
バイスもありがたいかもしれないけれど、自分が考えてそれを受
け入れるか決めていかなければいけない。
そういう点で今度は問題意識がさらに高まって、成長してくれる
んじゃないかと思っています。
プロ意識ってのはこれまでと違うはずですから。
記者：本日は、お忙しい中、貴重なお時間をいただきありがとうご
ざいます。
秋田史帆さんを囲み、お父様やオーナー、コーチからすばらしい
お話をお聞きできて、私自身も大変勉強になりました。
史帆さんのファンの一人として、応援させていただこうと思いま
す。ありがとうございました。

応援してくれるすべての方々のことを感じながら、今、世界に羽
ばたこうとする選手がいます。

木曽川ローンテニスクラブの皆さんが支えています。
小さい頃から陰で支えていらしたご家族がいます。
プレーヤーとして人間として励まし育てたコーチがいます。
そして、大きな目で見守るオーナーがいます。
そこには、すばらしい絆と感動がありました。
皆様、秋田史帆選手の今後のプロとしての活躍を応援下さい。

　  取 材 ご 協 力

  木曽川ローンテニスクラブ
　　所在地：〒493-0001 愛知県一宮市木曽川町黒田三ノ通リ69番地

　秋田史帆さん （木曽川ローンＴＣ所属・愛知啓成高校3年）

　秋田浩巳さん （秋田史帆選手のお父様）

　川井正夫オーナー （木曽川ローンＴＣ・オーナー）

　野々川正人コーチ （木曽川ローンＴＣ・ゼネラルマネージャー）

　  　　　　　　記者　丸山 傑 （株式会社スポーツクリエイト）

ジュニアフェドカップ日本代表として出場
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役 員 名 簿

社団法人日本テニス事業協会 第８期　(平成１８年６月２日～平成２０年６月1日)

役　　職 　氏　名　 　所　　属 

会　　長 雑賀 　 昇 （社団法人スポーツ健康産業団体連合会） 
副 会 長 内藤 　 昇 （武蔵野ローンテニスクラブ） 
副 会 長 中澤　寛義 （千葉田園テニスクラブ） 
副 会 長 井上　亮二 （江坂テニスセンター） 
常務理事 増井　範男 （金町テニスガーデン） 
常務理事 中嶋　康博 （VIP･TOPグループ） 
理　　事 飯田　浩一 （リマークジャパン株式会社） 
理　　事 植谷　嘉孝 （株式会社ダンロップスポーツ） 
理　　事 吽野　良昭 （社団法人スポーツ健康産業団体連合会） 
理　　事 大西　雅之 （株式会社日東社） 
理　　事 大野　康夫 （株式会社妙高プロスキースクール） 
理　　事 岡田　達雄 （ＮＰＯグローバル・スポーツ・アライアンス） 
理　　事 岡本　幸士 （株式会社スポーツユニオン） 
理　　事 蒲生 　 清 （インドアテニスセンター ウィング） 
理　　事 川井　正夫 （木曽川ローンテニスクラブ） 
理　　事 栗原　成實 （月見野ローンテニスクラブ） 
理　　事 栗山　雅則 （株式会社リバティヒル） 
理　　事 小浦　武志 （財団法人日本テニス協会）  
理　　事 蝶間林利男 （横浜国立大学） 
理　　事 新堀 　 丘 （株式会社レック興発） 
理　　事 野田　敏夫 （関町ローンテニスクラブ） 
理　　事 長谷川泰造 （長永スポーツ工業株式会社） 
理　　事 藤本　正行 （スポーツスクエア　スターサップ） 
理　　事 牧野　孝彦 （株式会社船井財産コンサルタンツ） 
理　　事 松岡　修造 （プロテニスプレーヤー） 
理　　事 松原　雄二 （東戸塚松原テニススクール） 
理　　事 間野　義之 （早稲田大学スポーツ科学学術院） 
理　　事 山田　五月 （希望が丘テニスクラブ） 
監　　事 大久保清一 （狛江ローンテニスクラブ） 
監　　事 岡　　良二 （岡良二税理士事務所） 
監　　事 向山 　 潔 （ダイワ精工株式会社） 
参　　与 吉田　宜正 （社団法人日本テニス事業協会　前副会長）
参　　与 中沢　保夫 （社団法人日本テニス事業協会　元副会長） 
顧　　問 石原　伸晃 （衆議院議員） 
顧　　問 小野　清子 （独立行政法人日本スポーツ振興センター） 
理事待遇 加藤　哲郎 （亀の甲山テニスクラブ） 
理事待遇 金田　　彰 （株式会社スポーツクリエイト） 
理事待遇 小西　一三 （テニスプレーヤー） 
理事待遇 杉山　利昌 （テニスピア・ジュエ） 
理事待遇 千代　公夫 （千代テニスクラブ） 
理事待遇 徳田　孝一 （メディカルテニスクラブ） 
理事待遇 長谷川 源一郎 （サントリーフーズ株式会社） 
理事待遇 内藤　奨哲 （モリオカロイヤルテニスクラブ） 
理事待遇 中山　和義 （緑ヶ丘テニスガーデン) 
理事待遇 正木 　 茂 （株式会社正木企画） 
理事待遇 益山 　 茂 （あざみ野ローンテニスクラブ） 
理事待遇 加藤 　 潤 （社団法人日本テニス事業協会） 

事務局　〒160-0023　東京都新宿区西新宿1-8-3 小田急明治安田生命ビルB1 
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ＪＴＩＡ賛助会員

■特別  賛助会員（50音順）
株式会社アニー  インターネット関連全般
〒182-0024　東京都調布市小島町2-45-7   Tel. 042-484-2700  担当　大前　勝巳
大塚製薬株式会社  医薬品及び健康関連飲料・食品の製造・販売
〒101-8535　東京都千代田区神田司町2-9   Tel. 03-3293-3160  担当　繁沢　　肖
サントリーフーズ株式会社  清涼飲料水及び加工食品の販売
〒102-0083　東京都千代田区麹町5-7-2　第31森ビル7F  Tel. 03-5210-3866  担当　小川　　正
株式会社ダンロップスポーツ  スポーツ用品メーカー　
〒108-0075　東京都港区港南3-8-1 森永乳業港南ビル  Tel. 03-5463-7324  担当　小澤　和彦
長永スポーツ工業株式会社  スポーツ施設の企画・設計・施工
〒157-0076　東京都世田谷区岡本3-23-26   Tel. 03-3417-8111  担当　鬼頭　芳弘
テニスサポートセンター  オリジナルテニス商品・テニス用品販売、中古ラケット買取・販売
〒181-0003　東京都三鷹市北野4-1-25   Tel. 03-5314-3734  担当　中山　和義
株式会社ネスティ  テニスクラブ・スクール運用ソフト開発・販売等
〒918-8114　福井県福井市羽水2-402   Tel. 0776-35-0505  担当　吉田　浩道
株式会社B・Cセンター  ASPによる会員管理システム＆e-ラーニングシステム等
〒169-0051　東京都新宿区西早稲田2-20-15   Tel. 03-3209-6111  担当　森　　伸二

◆協力賛助会員（50音順）
株式会社エス・アール・アイシステムズ
株式会社スペースビジョンネットワーク
綜合ユニコム株式会社
高木工業株式会社
東京ウェルネス株式会社
東京海上日動火災保険株式会社
ホクエツ印刷株式会社
丸菱産業株式会社

□賛助会員（50音順）　
アイリス株式会社
アシストインターナショナル株式会社
アメアスポーツジャパン株式会社
有限会社宇舎設計集団
株式会社エイト
株式会社小野設計
カーディオテニスジャパン
株式会社輝点。
NPOグローバル・スポーツ・アライアンス
株式会社ゴーセン
ゴーツースポーツ
株式会社サイバーフェイス
三和株式会社
ジャパンリスクマネジメント株式会社
株式会社新光トレーディング
スポーツサーフェス株式会社
住商鉄鋼販売株式会社
綜合警備保障株式会社
体育施設建設株式会社
太陽工業株式会社
ダイワ精工株式会社
地業建設株式会社
東亜ストリング株式会社
株式会社ドリーム・エックス
日本毛織株式会社
日本ラケットストリンガーズ協会
株式会社ピー・アール・オー
福田道路株式会社
ブリヂストンスポーツ株式会社
ペイントマノン
前田道路株式会社
ミズノ株式会社
明治安田ビジネスサービス株式会社
有限会社モリ コーポレーション
ユーロスポーツ株式会社
ヨネックス株式会社
有限会社リバティヒルバケーション
株式会社ＷＯＷＯＷ

テニスクラブ・スクール運用ソフト販売等
CS放送。ケーブルテレビまたはスカイパーフェクTV!経由で視聴可能
出版、セミナー、イベント、調査、コンサルティング業務等
業務請負事業、人材派遣事業等
テニス施設・インドアコート・スポーツ施設設計・施工
損害保険全般
印刷業
家庭用温熱導子付低周波治療器「サンマッサーホット22BL」製造・販売

インターネットによる個別学習指導システムの開発・普及
テニスコート設計・施工、人工芝輸入・販売・施工
スポーツ用品製造・販売
建築設計・監理
テニススクールのスタッフ、コーチ教育及びそれを実践するためのツール提供等
建築設計・監理
新スポーツ「カーディオテニス」の日本普及等
健康と美についての総合通販業
スポーツを通じた地球環境保全活動
テニス用品製造・販売
屋外スポーツ器材・備品の販売及びメンテナンス
広告代理業・看板製作、施工、管理
住設機器卸、健康機器卸、健康食品、化粧品卸
生命保険・損害保険代理店
スポーツサーフェイス輸入販売、施工管理
テニスコート設計・施工
鉄鋼建材製品販売、土木建築工事請負設計及び監理
機械整備・常駐警備・警備輸送・綜合管理・防災業務等
テニスコート・インドアコート企画・設計・施工
大型膜面構造物の設計・施工
スポーツ用品の製造ならびに販売等
テニスコート施工
テニス・バトミントン・スカッシュのストリング製造・販売
レンタルテニスコートの予約代行業
テニスコートサーフェスの製造販売
ストリング技術の普及
テニスクラブ・スクール運用ソフト販売等
スポーツ施設の設計・施工
ゴルフ・テニス用品製造・販売
建築塗装
スポーツ施設の設計・施工
総合スポーツメーカー
預金口座振替による集金事務代行業務の受託および付帯関連業務
経営コンサルティング業
テニス・スカッシュ用品の輸入・販売、ウェア・バッグ等の製造・卸売り
テニス用品メーカー
旅行業
衛星を経由した有料放送事業
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ご 挨 拶

　人生や企業、組織、協会等に於いて創立から節
目を迎える事は、大きな幸であると共に感動を覚
え、将来に向けての希望を持ち、更に飛躍の糧と
なることは当然のことである。
　たまたまテニス事業協会が１５周年を迎えるに
際し、周年行事の可否につき話し合いの中で１５
年の節目は１０年、２０年の谷間でその度合が低
いため、あえて行わなくてもよいのではないかと
の意見があったが、我々テニスを介したサービス
業に従事する者にとって、より研鑽を深め、普及
発展を図るためにも今回の「１５周年記念日本テ
ニス産業セミナー」を催すことになった。協会は
勿論、会員にとっても意義深いものを感じる。今
回は東京で開かれるため、東京都テニス事業協会
研修委員会が準備に当たり、周年行事にふさわし
い内容となるよう検討を重ね、今日を迎えたので
ある。

“テニス事業の再生と革新”と銘うって２日間に
亘り６名の諸先生の方に夫々専門分野での講演を
お願いいたし、分科会では第一世代から第二世代
への事業継承について忌憚のない意見交換に期待
がかけられたことは本セミナーの特質すべき点で
はなかろうか。
　さて、当協会の１５年を顧みると、設立当初は
クラブオーナー会員の割合が多かったが、次第に
減少し現在ではスクール経営者の比重が高まって
いる。クラブ経営は特定のクラブ会員を対象とし
ているため、家庭的でおおらかなよい面が見られ
るが、昨今クラブ会員の高齢化、テニス愛好者の
クラブ離れのため会員が減少し、更に諸税の負担
増により、規模の縮小や存続が難しい状態が見ら
れるようになった。それに対し、スクール経営者
はたえず厳しい数字 スクール生の確保 に直面
しているため、創意と工夫をこらし意欲的に経営
努力を続けている。私事であるが、クラブ経営３
５年、スクール経営で１５年の経験からクラブオ
ーナー、スクール経営両者の取り組み方に格差が
生じている気がしてならない。
　会長を始めとして協会としてもこの点に意を注
ぎ努めているが、中々有効な手段がみいだせない
が、互いに胸襟を開いて意志の疎通をはかること
が、一つの方策かもしれないと思っている。又、
協会が催す行事に、クラブオーナー、従業員の方
が積極的に参加し、経営上少しでも参考になるこ
とを会得して頂くことを痛感している。何ら変哲
のないことであるが、以上の事柄を繰り返し行う
ことにより、前途に明るい兆しがともることを期
待する。
　以上、辛口でしかも偏見かもしれぬが、何卒ご
批判を頂きたい。

社団法人日本テニス事業協会
副会長　内藤  昇

周年によせて

周年記念特別号
発　　行：社団法人日本テニス事業協会
発 行 日：平成２０年２月５日
発行責任：雑賀　昇
編集責任：金田　彰（広報委員長）
発 行 所：社団法人日本テニス事業協会

  〒
  東京都新宿区西新宿
  小田急明治安田生命ビル

　 ５周年記念誌刊行にあたり、ご寄稿いただき
ました皆様に心から感謝申し上げます。
記念インタビューでは長時間お付き合い頂いた秋
田史帆選手、お父様、コーチ、オーナー、皆様有
難うございました。本当に世界に羽ばたいて下さ
い。記者、編集者は皆ほんとに応援しています。
　温故知新、 年を振り返りながら今を見つめ直
し、未来に向けてのテニス事業のあるべき姿を皆
様と共に考える材料となる。と本誌のコンセプト
を掲げ、編集に携わりましたが、その出来栄えは
如何でしたでしょうか。皆様のご意見ご指導お願
い申し上げます。
　末筆ではございますが、本 周年記念誌発行
にご理解いただきご協賛いただきました各社の皆
様に改めて御礼申し上げます。有難うございまし
た。

編集後記

努力を続けている。私事であるが、クラブ経営
３５年、スクール経営で１５年の経験からクラブ
オーナー、スクール経営両者の取り組み方に格差
が生じている気がしてならない。

JTIA News40.indd   36 2008/01/28   13:31:56



ご 挨 拶

　人生や企業、組織、協会等に於いて創立から節
目を迎える事は、大きな幸であると共に感動を覚
え、将来に向けての希望を持ち、更に飛躍の糧と
なることは当然のことである。
　たまたまテニス事業協会が１５周年を迎えるに
際し、周年行事の可否につき話し合いの中で１５
年の節目は１０年、２０年の谷間でその度合が低
いため、あえて行わなくてもよいのではないかと
の意見があったが、我々テニスを介したサービス
業に従事する者にとって、より研鑽を深め、普及
発展を図るためにも今回の「１５周年記念日本テ
ニス産業セミナー」を催すことになった。協会は
勿論、会員にとっても意義深いものを感じる。今
回は東京で開かれるため、東京都テニス事業協会
研修委員会が準備に当たり、周年行事にふさわし
い内容となるよう検討を重ね、今日を迎えたので
ある。

“テニス事業の再生と革新”と銘うって２日間に
亘り６名の諸先生の方に夫々専門分野での講演を
お願いいたし、分科会では第一世代から第二世代
への事業継承について忌憚のない意見交換に期待
がかけられたことは本セミナーの特質すべき点で
はなかろうか。
　さて、当協会の１５年を顧みると、設立当初は
クラブオーナー会員の割合が多かったが、次第に
減少し現在ではスクール経営者の比重が高まって
いる。クラブ経営は特定のクラブ会員を対象とし
ているため、家庭的でおおらかなよい面が見られ
るが、昨今クラブ会員の高齢化、テニス愛好者の
クラブ離れのため会員が減少し、更に諸税の負担
増により、規模の縮小や存続が難しい状態が見ら
れるようになった。それに対し、スクール経営者
はたえず厳しい数字 スクール生の確保 に直面
しているため、創意と工夫をこらし意欲的に経営
努力を続けている。私事であるが、クラブ経営３
５年、スクール経営で１５年の経験からクラブオ
ーナー、スクール経営両者の取り組み方に格差が
生じている気がしてならない。
　会長を始めとして協会としてもこの点に意を注
ぎ努めているが、中々有効な手段がみいだせない
が、互いに胸襟を開いて意志の疎通をはかること
が、一つの方策かもしれないと思っている。又、
協会が催す行事に、クラブオーナー、従業員の方
が積極的に参加し、経営上少しでも参考になるこ
とを会得して頂くことを痛感している。何ら変哲
のないことであるが、以上の事柄を繰り返し行う
ことにより、前途に明るい兆しがともることを期
待する。
　以上、辛口でしかも偏見かもしれぬが、何卒ご
批判を頂きたい。

社団法人日本テニス事業協会
副会長　内藤  昇

周年によせて

周年記念特別号
発　　行：社団法人日本テニス事業協会
発 行 日：平成２０年２月５日
発行責任：雑賀　昇
編集責任：金田　彰（広報委員長）
発 行 所：社団法人日本テニス事業協会

  〒
  東京都新宿区西新宿
  小田急明治安田生命ビル

　 ５周年記念誌刊行にあたり、ご寄稿いただき
ました皆様に心から感謝申し上げます。
記念インタビューでは長時間お付き合い頂いた秋
田史帆選手、お父様、コーチ、オーナー、皆様有
難うございました。本当に世界に羽ばたいて下さ
い。記者、編集者は皆ほんとに応援しています。
　温故知新、 年を振り返りながら今を見つめ直
し、未来に向けてのテニス事業のあるべき姿を皆
様と共に考える材料となる。と本誌のコンセプト
を掲げ、編集に携わりましたが、その出来栄えは
如何でしたでしょうか。皆様のご意見ご指導お願
い申し上げます。
　末筆ではございますが、本 周年記念誌発行
にご理解いただきご協賛いただきました各社の皆
様に改めて御礼申し上げます。有難うございまし
た。

編集後記
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